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ンサ ーパネル 5 — 2 とで構 成 し、送信 セ ン

サーバネル 5 — 2 の送信電極 5 — 2 c と受信セ ンサーパネル 5 — 1 の送信電極 5 — b の双方に同 じ送信
信号 を印加 て、人の手の近接 を高 度で検 出 し、人の手の近接 を検 出 した後 は、受信セ ンサーパネル 5
- 1 の送信電極 5 — 1 b をグラン ド電位 に して感度 ダウンす るよ うに した c



発明の名称 ：タツチパネル及び電子機器

技術分野

[0001 ] 本発明は、タツチパネル及び該タツチパネルを搭載 した電子機器に関する

背景技術

[0002] タツチパネルを用いた電子機器の一例が特許文献 1，2 に記載されている

。周知の如く、タツチパネルは画像を表示する表示器 （例えば、液晶表示器

) に重ねて配置される。なお、タツチパネルは、保護ガラスとセンサ一 （ガ

ラス、フイルム）とタツチパネルコントローラが一体になったものはタツチ

パネルモジュール、タツチパネルモジュールと表示器をまとめてタツチパネ

ルュニッ卜と呼ばれている。

[0003] 特許文献 1 に記載された携帯電話は、ユーザが機器をどのように握っても

キ一操作 し易いように、ユーザが機器を握った部分をセンサ一で検出し、そ

の状況に応 じて表示領域をシフトさせるものである。他方、特許文献 2 に記

載されたタツチパネル付き表示装置は、該表示装置の駆動に起因するタツチ

パネルの誤検出を防止するために、タツチパネルのセンサ一電極を 1 つずつ

選択 し、選択 したセンサ一電極に応 じた位置に対する導体 （指）の接触を判

定するようにしたものである。

先行技術文献

特許文献

[0004] 特許文献 1 ：曰本国特開 2 0 1 0 — 1 5 4 0 9 0 号公報

特許文献2 ：日本国特開 2 0 - 7 0 7 8 4 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題

[0005] ところで、タツチパネルは、人の指で触れた場合に指紋が付着する等、汚

れが生じてしまうという課題がある。この場合、手袋を装着することで指紋



の付着を防止できるが、手袋を装着することで、操作性が悪化 して しまう。

これらの課題は、タツチパネルに指が接触することなく所定の範囲の高さで

の操作 （以下、この近接操作のことを "ホバ一操作" と呼ぶ）を可能にした

静電容量方式のタツチパネルを用いることで解決可能であるが、機器を手で

持った状態でホバ一操作を行った際に、持ち手がタツチパネルに近づくこと

でタツチパネルが反応 して しまうといった新たな課題が生ずる。

[0006] ここで、静電容量方式のタツチパネルについて説明する。図4 2 は、静電

容量方式のタツチパネルの概略構成を示す図である。同図において、板状の

誘電体 1 0 0 の下面に離間 して送信電極 1 0 1 と受信電極 1 0 2 が配置され

ており、送信電極 1 0 1 には、駆動バッファ 1 0 3 から駆動パルスが印加さ

れる。駆動パルスが印加されたときに電界が発生する。この電界中に手が入

ると、送信電極 1 0 1 と受信電極 1 0 2 の間の電気力線の数が減少する。電

気力線の数の変化が受信電極 1 0 2 における電荷の変化として現れる。受信

電極 1 0 2 における電荷の変化から、手のタツチパネルへの接近を検出する

ことができる。

[0007] 図 4 3 は、タツチパネルに手を徐々に近づけたときの指の検出状態を示す

図である。同図において、 （a ) は、手が電界から離れているときの状態で

ある。 （b ) は指が電界内に入ったときの指ホバ一検出状態である。 （c )

は指が電界内に完全に入ってタツチパネルに触れている指タツチ検出状態で

ある。操作目的で指をタツチパネルに触れる場合は誤操作にはならないが、

単に機器本体を手で持ったときに、指がタツチパネルに触れる場合は誤操作

になって しまう。

[0008] 本発明は、係る事情に鑑みてなされたものであり、静電容量方式のタツチ

パネルであって、機器本体を持ったときの持ち手部分の手の影響を抑えるこ

とができるタツチパネル及び該タッチパネルを搭載 した電子機器を提供する

ことを目的とする。

課題を解決するための手段

[0009] 本発明のタツチパネルは、少なくとも一つの受信電極を有する第 1 のセン



サ一パネルと、少なくとも一つの送信電極を有 し、前記第 1 のセンサ一パネ

ルに重ねて配置された第 2 のセンサ一パネルと、前記一つの送信電極 と少な

くとも一部が重なっている所定の電極を有 し、前記第 2 のセンサ一パネルと

重ねて配置された第 3 のセンサ一パネルと、を備え、前記所定の電極に対 し

て、前記一つの送信電極 と同 じ送信信号を印加することが可能である。なお

、前記第 1のセンサ一パネルの表面に少なくとも一つの送信電極 と裏面に受信

電極、前記第 2 のセンサ一パネルの裏面に送信電極を設けてもよい。

[001 0] 上記構成によれば、本タツチパネルを電子機器に用いることで、該電子機

器が人によって把持されたことを検出することが可能となる。

[001 1] 上記構成において、前記第 1 のセンサ一パネルが、前記第 3 のセンサ一パ

ネルを兼ねる。

[001 2] 上記構成によれば、第 1 のセンサ一パネルが第 3 のセンサ一パネルを兼ね

ることで、本タツチパネルのコス 卜ダウンが図れる。

[001 3] 上記構成において、前記所定の電極は、所定の一定電位にすることが可能

である。

[0014] 上記構成によれば、所定の電極をグラン ド電位又は L o w レベルの電位に

することが可能である。

[001 5] 上記構成において、前記第 1 のセンサ一パネルの面積で 9 0 % 以上が、前

記第 2 のセンサ一パネルと重なっている。

[001 6] 上記構成において、前記第 3 のセンサ一パネルの面積で 9 0 % 以上が、前

記第 2 のセンサ一パネルと重なっている。

[001 7] 上記構成において、前記所定の電極は、前記タツチパネルの周部に配置さ

れている。

[001 8] 上記構成によれば、本タツチパネルを電子機器に用いることで、該電子機

器が人によって把持されたことを検出することが可能となる。

[001 9] 上記構成において、前記所定の電極の一部は、前記タツチパネルの中心を

通る線において前記タツチパネルの端と前記中心を 1 対 4 に内分する点と前

記タツチパネルの端との間に、配置された。



[0020] 上記構成によれば、本タツチパネルを電子機器に用いることで、該電子機

器が人によって把持されたことを検出することが可能となる。

[0021 ] 上記構成において、前記中心は、前記タツチパネルの重心である。

[0022] 上記構成において、前記所定の電極は、前記第 3 のセンサ一パネルにおい

て反応エリァの最外周に配置された。

[0023] 上記構成によれば、本タツチパネルを電子機器に用いることで、該電子機

器が人によって把持されたことを検出することが可能となる。

[0024] 上記構成において、前記第 3 のセンサ一パネルが四角形であり、前記所定

の電極は、前記四角形の少なくとも 1辺に沿って配置された。

[0025] 上記構成によれば、本タツチパネルを電子機器に用いることで、該電子機

器が人によって把持されたことを検出することが可能となる。

[0026] 上記構成において、前記四角形は長方形であり、前記所定の電極は、前記

長方形の向かい合う2 辺のそれぞれに沿つて配置された。

[0027] 上記構成によれば、本タツチパネルを電子機器に用いることで、該電子機

器が人によって把持されたことを検出することが可能となる。

[0028] 上記構成において、前記向かい合う2 辺は、長辺である。

[0029] 本発明のタツチパネルユニットは、タツチパネルモジュールとして保護ガ

ラスと、上記タツチパネルと、タツチパネルコントローラが実装された基板

が配置されたものと、前記タツチパネルモジュールと重ねて配置された表示

器と、を有する。

[0030] 上記構成によれば、本タツチパネルユニットを電子機器に用いることで、

該電子機器が人によって把持されたことを検出することが可能となる。

[0031 ] 本発明の電子機器は、上記タツチパネルユニットを有 し、前記所定の電極

に対 して、前記一つの送信電極と同じ送信信号を印加する状態で、所定の条

件が検出された場合、前記所定の電極に対 して前記一つの送信電極と同じ送

信信号を印加することを停止する。

[0032] 上記構成によれば、本電子機器が人によって把持されたことを検出するこ

とが可能となる。



[0033] 上記構成において、前記所定の電極に対して、前記一つの送信電極と同じ

送信信号を印加する状態で、所定の条件が検出された場合、前記所定の電極

は、所定の一定電位になる。

[0034] 上記構成において、前記所定の条件は、人によって把持されたことを検出

したことである。

[0035] 上記構成において、前記所定の電極に対して、前記一つの送信電極と同じ

送信信号を印加する状態においては、前記表示器は所定の表示を行い、前記

所定の電極に対して前記一つの送信電極と同じ送信信号を印加しない状態に

おいては、前記表示器は前記所定の表示を行わない。

[0036] 上記構成によれば、本電子機器が人によつて把持されたことを検出可能状

態であることを視覚認識させることができる。

[0037] 本発明の送信信号印加方法は、少なくとも一つの受信電極を有する第 1の

センサ一パネルと、少なくとも一つの送信電極を有し、前記第 1のセンサ一

パネルに重ねて配置された第 2 のセンサ一パネルと、前記一つの送信電極と

少なくとも一部が重なっている所定の電極を有し、前記第 2 のセンサ一パネ

ルと重ねて配置された第3 のセンサ一パネルと、を備えるタツチパネルにお

いて利用可能な送信信号印加方法であって、前記所定の電極に対して、前記

—つの送信電極と同じ送信信号を印加することが可能である。

[0038] 上記方法によれば、本タツチパネルを電子機器に用いることで、該電子機

器が人によって把持されたことを検出することが可能となる。

[0039] 本発明のタツチパネルは、少なくとも一つの受信電極を有する第 1の面と

、少なくとも一つの送信電極を有し、前記第 1の面に重ねて配置された第 2

の面と、前記一つの送信電極と少なくとも一部が重なっている所定の電極を

有し、前記第 2 の面と重ねて配置された第3 の面とを有する、少なくとも一

つのセンサ一パネルを備え、前記所定の電極に対して、前記一つの送信電極

と同じ送信信号を印加することが可能である。

[0040] 上記構成によれば、本タツチパネルを電子機器に用いることで、該電子機

器が人によって把持されたことを検出することが可能となる。



[0041 ] 上記構成において、前記第 1 の面と前記第 3 の面とが同一面である。

[0042] 上記構成によれば、第 1 の面用のセンサ一パネルと第 3 の面用のセンサ一

パネルとを別々に設ける必要がなく、本タツチパネルのコス 卜ダウンが図れ

る。

[0043] 本発明の送信信号印加方法は、少なくとも一つの受信電極を有する第 1 の

面と、少なくとも一つの送信電極を有 し、前記第 1 の面に重ねて配置された

第 2 の面と、前記一つの送信電極と少なくとも一部が重なっている所定の電

極を有 し、前記第 2 の面と重ねて配置された第 3 の面とを有する、少なくと

も一つのセンサ一パネルを備えるタツチパネルにおいて利用可能な送信信号

印加方法であって、前記所定の電極に対 して、前記一つの送信電極と同じ送

信信号を印加することが可能である。

[0044] 上記方法によれば、本タツチパネルを電子機器に用いることで、該電子機

器が人によって把持されたことを検出することが可能となる。

[0045] 本発明の電子機器は、表示器と、前記表示器に重ねて配置されたタツチパ

ネルと、を備え、前記タツチパネルは、指示体が当該タツチパネルに接 して

いない場合に、少なくとも当該指示体と当該タツチパネルとの距離を検出可

能である、電子機器であって、前記表示器は、前記距離が大きくなるに応 じ

て、少なくとも3 種類の文字を所定順番で切り換えて表示する。

[0046] 上記構成によれば、指示体 （例えば指やペン先）とタツチパネルとの距離

が大きくなるに応 じて、少なくとも3 種類の文字を所定順番で切り換えて表

示するので、簡単な操作で所望の文字を選択することができ、文字選択にお

ける操作性改善が図れる。

[0047] 上記構成において、前記表示器は、前記距離が小さくなるに応 じて、前記

3 種類の文字を、前記所定順番と逆の順番で切り換えて表示する。

[0048] 上記構成によれば、指示体をタツチパネルに近づけたり、離 したりするこ

とで、所望の文字を選択することができ、文字選択における操作性改善が図

れる。

[0049] 上記構成において、前記表示器は、所定の表示領域を備え、前記タツチパ



ネルは、前記指示体が当該タツチパネルに接 していない場合に、少なくとも

当該指示体と当該タツチパネルとの距離と、当該指示体の当該タツチパネル

面上の座標とを検出可能であり、前記指示体が当該タッチパネルに接 してい

ない場合でかつ、前記座標が前記所定の表示領域内に対応する場合に、前記

表示器は前記距離が大きくなるに応 じて、少なくとも3 種類の文字を所定順

番で切り換えて表示する。

[0050] 上記構成によれば、指示体がタツチパネルに接 していない場合でかつ、当

該指示体の当該タツチパネル面上の座標が所定の表示領域内に対応する場合

に、指示体とタツチパネルとの距離が大きくなるに応 じて、少なくとも3 種

類の文字を所定順番で切り換えて表示するので、簡単な操作で所望の文字を

選択することができ、文字選択における操作性改善が図れる。

[0051 ] 上記構成において、文字が切り換えて表示された後に、前記座標が前記所

定の表示領域から外れた場合、所定の動作を行う。

[0052] 上記構成によれば、文字の切り替えに関連する動作が可能となる。

[0053] 上記構成において、前記所定の動作は、切り換えて表示された文字を選択

する動作である。

[0054] 上記構成によれば、文字の切り替えに関連する動作として、文字の選択が

可能となる。

[0055] 上記構成において、前記所定の表示領域を、第 1 の表示領域とし、前記表

示器は、第 2 の表示領域を備え、前記第 1 の表示領域は、少なくとも 1 つあ

り、前記第 2 の表示領域は、少なくとも 2 つあり、前記 2 つの第 2 の表示領

域は、それぞれ前記少なくとも3 種類の文字を所定順番で切り換えて表示す

る。

[0056] 上記構成によれば、少なくとも 2 つの表示領域のそれぞれにおいて、少な

くとも3 種類の文字を所定の順番で切り替えて表示するので、簡単な操作で

所望の文字を選択することができ、文字選択における操作性改善が図れる。

[0057] 上記構成において、前記座標が、少なくとも前記第 1 の表示領域内にある

場合、前記表示器は前記距離が大きくなるに応 じて、少なくとも3 種類の文



字を所定順番で切り換えて表示 し、前記座標が、前記第 1 の表示領域から外

れた場合、及び/ 又は、前記第 2 の表示領域に入った場合に、前記表示器は

前記距離が変化 しても前記文字を切り換えて表示 しない。

[0058] 上記構成によれば、タツチパネル面上の指示体の座標が、第 1 の表示領域

から外れた場合や第 2 の表示領域に入った場合に、指示体との間の距離に変

化があっても文字を切り換えて表示 しないので、誤操作を低減でき、文字選

択における操作性改善が図れる。

[0059] 上記構成において、前記座標が、少なくとも前記第 1 の表示領域内にある

場合、前記表示器は前記距離が大きくなるに応 じて、少なくとも 3 種類の文

字を所定順番で切り換えて表示 し、前記座標が、前記第 1 の表示領域から外

れた場合、及び/ 又は、前記第 2 の表示領域に入った場合、前記第 2 の表示

領域は表示されている前記文字を継続 して表示 し、前記距離が変化 しても前

記文字を切り換えない。

[0060] 上記構成によれば、タツチパネル面上の指示体の座標が、第 1 の表示領域

から外れた場合や第 2 の表示領域に入った場合に、第 2 の表示領域に表示 し

ている文字を継続 して表示 し、指示体との間の距離に変化があっても文字を

切り換えないので、誤操作を低減でき、文字選択における操作性改善が図れ

る。

[0061 ] 上記構成において、前記タツチパネルは、前記指示体の接触と、前記指示

体が当該タツチパネルに接触 した場合に、該指示体の当該タツチパネル面上

の座標とを検出可能であり、前記文字が継続 して表示されている場合に、前

記タツチパネルが、少なくとも接触を検出した場合、前記接触 した場合の座

標に対応する前記第 2 の表示領域に、前記継続 して表示されている文字が、

確定されたとする。

[0062] 上記構成によれば、第 2 の表示領域に文字を継続 して表示 しているときに

、指示体のタツチパネルへの接触を検出した場合、第 2 の表示領域に継続 し

て表示 している文字を確定するので、選択 した文字を容易に確定することが

でき、文字選択における操作性改善が図れる。



[0063] 上記構成において、前記接触 した場合の座標 に対応する前記第 2 の表示領

域 とは、前記接触 した場合の座標 により近い第 2 の表示領域である。

[0064] 上記構成において、前記接触 した場合の座標 に対応する前記第 2 の表示領

域 とは、前記接触 した場合の座標が含まれる第 2 の表示領域である。

[0065] 上記構成において、前記表示器は、入力領域を備え、前記入力領域は、選

択された文字が入力される。

[0066] 上記構成において、前記 3 種類の文字 と、前記所定順番は、少な くともァ

ル フ ァベ ッ トの 「A 」 「B 」 「C 」 「D 」 「E 」 「F 」 「G 」 「H 」 「I 」

「J 」 「K 」 「し」 「M 」 「N 」 「0 」 「P 」 「Q」 「R」 「S 」 「丁」 「

U 」 「V 」 「W 」 「X 」 「丫」 「Z 」 「A 」 「B 」の中か ら連続 した 3 つの

種類 と順番である。

[0067] 上記構成において、前記 3 種類の文字 と、前記所定順番は、少な くとも数

字の 「1 」 「2 」 「3 」 「4 」 「5 」 「6 」 「7 」 「8 」 「9 」 「0 」 「1

」 「2 」も しくは、 「0 」 「1 」 「2 」 「3 」 「4 」 「5 」 「6 」 「7 」 「

8 」 「9 」 「1 0 」 「1 1 」の中か ら連続 した 3 つの種類 と順番である。

[0068] 上記構成において、前記 3 種類の文字 と、前記所定順番は、少な くとも曰

本語の 「あ」 「か」 「さ」 「た」 「な」 「は」 「ま」 「や」 「ら」 「わ」 「

ん」 「あ」 「か」も しくは、 「い」 「き」 「し」 「ち」 「に」 「ひ」 「み」

「い」 「り」 「ゐ」 「い」 「き」の中か ら連続 した 3 つの種類 と順番である

[0069] 上記構成において、前記第 2 の表示領域は、少な くとも 5 つある。

[0070] 上記構成において、筐体を備え、前記表示器は、前記筐体に配置された。

[0071 ] 上記構成において、前記タツチパネルは、前記表示器より、前記筐体にお

ける外側に配置された。

[0072] 本発明の文字表示方法は、表示器 と、前記表示器に重ねて配置されたタツ

チパネル と、を備える電子機器において利用可能な文字表示方法であって、

指示体 と前記タツチパネル との距離が大きくなるに応 じて、少な くとも 3 種

類の文字を所定順番で切 り換えて表示する。



[0073] 上記方法によれば、指示体 （例えば指やペン先）とタツチパネルとの距離

が大きくなるに応じて、少なくとも3 種類の文字を所定順番で切り換えて表

示するので、簡単な操作で所望の文字を選択することができ、文字選択にお

ける操作性改善が図れる。

[0074] 本発明の電子機器は、人によって把持されたことを検知可能なセンサ一と

、振動部と、を備え、前記センサーが把持を検出した場合、前記振動部は振

動可能となり、前記センサーが把持を検出しない場合、前記振動部は振動し

ない。

[0075] 上記構成によれば、ユーザが電子機器を把持したことを検出した場合、振

動部を振動可能状態にし、ユーザが電子機器を把持したことを検出しない場

合は、振動部が振動しないようにしたので、ユーザが電子機器を把持して操

作する場合、操作が行われたときに振動を発生させて、ュ一ザに操作を認識

させることができる。また、電子機器を机等に置いて操作する場合は、操作

が行われても振動が発生しないので、操作時の認識がし難くなることがない

。つまり、電子機器を机等に置いた状態で操作した際には、机等の上で振動

してしまい、操作時の認識がし難くなることがあるので、そのような場合に

は、操作が行われても振動が発生しないようにすれば、操作時の認識がし難

くなることがない。

[0076] 上記構成において、タツチパネルを備え、前記タツチパネルにおいて接触

を検知した場合、前記振動部が所定時間振動する。

[0077] 上記構成によれば、タツチパネルへの接触を検知した場合に、振動部を所

定時間振動させるようにしたので、タツチパネルに対する操作が行われたこ

とをユーザに確実に認識させることができる。

[0078] 上記構成において、前記センサ一は、前記タツチパネルである。

[0079] 上記構成において、前記振動部は、バイブレータ、ピエゾァクチユエ一タ

、及び振動ァクチユエ一夕の内の少なくとも 1つである。

[0080] 上記構成において、表示器を備え、前記センサーが把持を検出した場合で

、かつ前記タツチパネルにおいて接触を検知した場合、前記振動部が所定時



間、振動 し、前記センサーが把持を検出しない場合で、かつ前記タツチパネ

ルにおいて接触を検知 した場合、前記振動部は振動せず、前記表示器が所定

の表示を行う。

[0081 ] 上記構成によれば、ユーザが電子機器を把持 したことを検出した場合で、

かつタツチパネルへの接触を検知 した場合に、振動部を所定時間振動させる

ようにし、ユーザが電子機器を把持 したことを検出しない場合で、かつタツ

チパネルへの接触を検知 した場合に、振動部を振動させず、表示器に所定の

表示をさせるので、ユーザが電子機器を把持 してタツチパネルに対する操作

を行ったときに振動を発生させて、ユーザに操作を認識させることができる

。また、電子機器を机等に置いて操作する場合は、表示器にて所定の表示を

行うので、ユーザに操作を認識させることができる。

[0082] 上記構成において、表示器を備え、前記センサーが把持を検出した場合で

、かつ前記タツチパネルにおいて接触を検知 した場合、前記振動部が所定時

間、振動 し、前記センサーが把持を検出しない場合で、かつ前記タツチパネ

ルにおいて接触を検知 した場合、前記振動部は振動せず、前記表示器が所定

の表示を所定時間、行う。

[0083] 上記構成によれば、電子機器を机等に置いて操作する場合で、タツチパネ

ルへの接触を検知 した場合に、表示器における所定の表示を所定時間行うの

で、電子機器を机等に置いて操作する場合でも、タツチパネルに対する操作

をユーザに確実に認識させることができる。

[0084] 上記構成において、放音部を備え、前記センサ一が把持を検出した場合で

、かつ前記タツチパネルにおいて接触を検知 した場合、前記振動部が所定時

間、振動 し、前記センサーが把持を検出しない場合で、かつ前記タツチパネ

ルにおいて接触を検知 した場合、前記振動部は振動せず、前記放音部が所定

の音を発する。

[0085] 上記構成によれば、電子機器を机等に置いて操作する場合で、タツチパネ

ルへの接触を検知 した場合に、放音部にて所定の音を発するので、電子機器

を机等に置いて操作する場合でも、タツチパネルに対する操作をュ一ザに確



実 に認識 させることがで きる。

[0086] 上記構成 において、放音部 を備 え、前記セ ンサ一が把持 を検 出 した場合で

、かつ前記 タツチパネル において接触 を検知 した場合、前記振動部が所定時

間、振動 し、前記セ ンサーが把持 を検 出 しない場合で、かつ前記 タツチパネ

ル において接触 を検知 した場合、前記振動部 は振動せず、前記放音部が所定

の音 を所定時間、発する。

[0087] 上記構成 によれば、電子機器 を机等 に置いて操作する場合で、 タツチパネ

ルへの接触 を検知 した場合 に、放音部 にて所定の音 を所定時間発するので、

電子機器 を机等 に置いて操作する場合でも、 タツチパネル に対する操作 をュ

—ザに確実 に認識 させることがで きる。

[0088] 本発明の振動制御方法は、人によって把持 された ことを検知可能なセ ンサ

— と、振動部 と、 を備 える電子機器 において利用可能な振動制御方法であ つ

て、前記セ ンサーが把持 を検 出 した場合、前記振動部 は振動可能 とな り、前

記セ ンサーが把持 を検 出 しない場合、前記振動部 は振動 しない。

[0089] 上記方法 によれば、ユーザが電子機器 を把持 した ことを検 出 した場合、振

動部 を振動可能状態 に し、ユーザが電子機器 を把持 した ことを検 出 しない場

合は、振動部が振動 しないように したので、ユーザが電子機器 を把持 して操

作する場合、操作が行われた ときに振動 を発生させて、ュ一ザに操作 を認識

させることがで きる。 また、電子機器 を机等 に置いて操作する場合は、操作

が行われても振動が発生 しないので、操作時の認識が し難 くなることがない

。つまり、電子機器 を机等 に置いた状態で操作 した際には、机等の上で振動

して しまい、操作時の認識が し難 くなることがあるので、 そのような場合 に

は、操作が行われても振動が発生 しないようにすれば、操作時の認識が し難

くなることがない。

[0090] 本発明の電子機器は、表示器 と、前記表示器 に重ねて配置 され、少な くと

も所定の辺 を備 えるタツチパネル と、前記所定の辺 に沿 って設 け られた導電

性部材 と、一端が前記導電性部材 に電気的に接続 され、他端が所定の電位 に

電気的に接続 された可変抵抗器 と、 を備 え、前記可変抵抗器の抵抗値 を切 り



替え可能である。

[0091 ] 上記構成によれば、タツチパネルの導電性部材を設けた部分及びその周囲

をシール ドすることができ、このシール ドの度合いは、可変抵抗器の抵抗値

で変化 し、該抵抗値が小さくなるに従い大きくなり、タツチパネルにおいて

導電性部材周辺の感度が小さくなる。 したがって、タツチパネルの導電性部

材を設けた部分を手で把持 した際に、可変抵抗器の抵抗値を小さくすること

で、持ち手による影響 （すなわち、タツチパネルが反応することによる誤動

作）を抑制することが可能となる。

[0092] 上記構成において、前記所定の辺を、第 1 の辺とし、前記導電性部材を、

第 1 の導電性部材とし、前記タツチパネルは、第 2 の辺を備え、前記可変抵

抗器を、第 1 の可変抵抗器とし、前記第 2 の辺に沿って設けられた第 2 の導

電性部材と、一端が前記第 2 の導電性部材に電気的に接続され、他端が前記

所定の電位に電気的に接続された第 2 の可変抵抗器と、を備え、前記第 1 の

可変抵抗器の抵抗値及び前記第 2 の可変抵抗器の抵抗値を切り替え可能であ

る。

[0093] 上記構成によれば、タツチパネルの第 1 の導電性部材を設けた部分及びそ

の周囲と、第 2 の導電性部材を設けた部分及びその周囲をそれぞれシール ド

することができ、第 1 の導電性部材を設けた部分及びその周囲におけるシ一

ル ドの度合いは、第 1 の可変抵抗器の抵抗値で変化 し、第 2 の導電性部材を

設けた部分及びその周囲におけるシール ドの度合いは、第 2 の可変抵抗器の

抵抗値で変化 し、第 1 ，第 2 の可変抵抗器それぞれの抵抗値を小さくするに

従い大きくなり、タツチパネルの第 1 ，第 2 の導電性部材を設けたそれぞれ

の部分及びそれぞれの部分の周囲における感度が小さくなる。 したがって、

タツチパネルの第 1 ，第 2 の導電性部材を設けた部分を手で把持 した際に、

第 1 ，第 2 の可変抵抗器それぞれの抵抗値を小さくすることで、持ち手によ

る影響を抑制することが可能となる。

[0094] 上記構成において、前記第 1 の辺と前記第 2 の辺は、互いに向かい合う。

[0095] 上記構成において、前記タツチパネルは四角形であって、前記第 1 の辺と



前記第 2 の辺は、前記四角形において互いに向かい合う辺である。

[0096] 上記構成において、前記タツチパネルは長方形であって、前記第 1の辺と

前記第 2 の辺は、前記長方形において互いに向かい合う長辺である。

[0097] 上記構成において、前記第 1の可変抵抗器の抵抗値及び 又は前記第 2 の

可変抵抗器の抵抗値は、操作状態に応じて切り替える。

[0098] 上記構成によれば、例えば、左手で電子機器を把持し、右手で操作する場

合、第 1，第 2 の可変抵抗器それぞれの抵抗値を中程度の値に切り替えるこ

とで、片手で機器本体を把持したときのタツチパネルの影響を抑制すること

が可能となる。また、左手で電子機器を把持し、左親指等でタツチパネルを

操作する場合、左手側の導電性部材に接続された可変抵抗器の抵抗値を小さ

な値に切り替えることで、左親指によるタッチパネルへの影響を抑制するこ

とが可能となる。また、右手で電子機器を把持し、右親指等でタツチパネル

を操作する場合、右手側の導電性部材に接続された可変抵抗器の抵抗値を小

さな値に切り替えることで、右親指によるタツチパネルへの影響を抑制する

ことが可能となる。

[0099] 上記構成において、所定の操作状態では、前記第 1の可変抵抗器の抵抗値

を第 1の抵抗値に設定し、前記第 2 の可変抵抗器の抵抗値を前記第 1の抵抗

値より大きい第 2 の抵抗値に設定する。

[01 00] 上記構成によれば、片手 （左手又は右手）で電子機器を把持し、把持した

方の手の親指等でタツチパネルを操作する場合に、該親指等によるタツチパ

ネルへの影響を抑制することが可能となる。

[01 0 1 ] 上記構成において、前記所定の操作状態を、第 1の操作状態とし、第 2 の

操作状態では、前記第 1の可変抵抗器の抵抗値を前記第 2 の抵抗値に設定し

、前記第 2 の可変抵抗器の抵抗値を前記第 1の抵抗値に設定する。

[01 02] 上記構成によれば、操作状態が、第 1の操作状態と第 2 の操作状態で切り

替わるに応じて、第 1の可変抵抗器と第 2 の可変抵抗器の抵抗値が変わるの

で、第 1，第 2 のいずれの操作状態であってもタツチパネルへの影響を抑制

することができる。



[01 03] 上記構成 において、前記所定の操作状態 を、第 1 の操作状態 と し、第 2 の

操作状態では、前記第 1 の可変抵抗器の抵抗値 を第 3 の抵抗値 に設定 し、前

記第 2 の可変抵抗器の抵抗値 を前記第 3 の抵抗値 よ り小さい第 4 の抵抗値 に

設定する。

[01 04] 上記構成 によれば、 片手 （左手又は右手）で電子機器 を把持 し、把持 した

方の手の親指等でタツチパネル を操作する場合 に、該親指等 によるタツチパ

ネルへの影響 を抑制することが可能 となる。

[01 05] 上記構成 において、前記所定の操作状態 を、第 1 の操作状態 と し、第 3 の

操作状態では、前記第 1 の可変抵抗器の抵抗値及び前記第 2 の可変抵抗器の

抵抗値 を前記第 2 の抵抗値 に設定する。

[01 06] 上記構成 によれば、 片手 （左手又は右手）で電子機器 を把持 し、把持 した

方の手 とは反対の親指等でタツチパネル を操作する場合 に、 タツチパネルへ

の影響 を抑制することが可能 となる。

[01 07] 上記構成 において、前記所定の操作状態 を、第 1 の操作状態 と し、第 3 の

操作状態では、前記第 1 の可変抵抗器の抵抗値 を第 5 の抵抗値 に設定 し、前

記第 2 の可変抵抗器の抵抗値 を、前記第 5 の抵抗値の所定の倍率である第 6

の抵抗値 に設定する。

[01 08] 上記構成 によれば、 片手 （左手又は右手）で電子機器 を把持 し、把持 した

方の手 とは反対の親指等でタツチパネル を操作する場合 に、 タツチパネルへ

の影響 を抑制することが可能 となる。

[01 09] 上記構成 において、第 4 の操作状態では、前記第 1 の可変抵抗器の抵抗値

を、少な くとも前記第 2 の抵抗値 よ り大 きい第 7 の抵抗値 に設定 し、前記第

の可変抵抗器の抵抗値 を前記第 7 の抵抗値 に設定する。

[01 10 ] 上記構成 によれば、第 1 ，第 2 の導電性部材 によるシール ドの度合いが小

さ くな り、 タツチパネルの第 1 ，第 2 の導電性部材が設 け られた部分 とその

周辺 における感度が大 きくな り、電子機器の据 え置 き状態での操作性向上が

図れる。

[01 11] 上記構成 において、第 4 の操作状態では、前記第 1 の可変抵抗器の抵抗値



を、少な くとも前記第 2 の抵抗値 よ り大 きい第 7 の抵抗値 に設定 し、前記第

の可変抵抗器の抵抗値 を、少な くとも前記第 2 の抵抗値 よ り大 きい第 8 の

抵抗値 に設定する。

[01 12] 上記構成 によれば、第 1 ，第 2 の導電性部材 によるシール ドの度合いが小

さ くな り、 タツチパネルの第 1 ，第 2 の導電性部材が設 け られた部分 とその

周辺 における感度が大 きくな り、電子機器の据 え置 き状態での操作性向上が

図れる。

[01 13] 上記構成 において、前記操作状態は、前記 タツチパネルか らの出力に基づ

いて検 出する。

[01 14] 上記構成 によれば、 タツチパネルか らの出力に基づいて操作状態 を検 出す

ることがで きる。

[01 15] 上記構成 において、電子機器本体の姿勢 を検知する加速度セ ンサ一を更に

備 え、前記操作状態は、前記加速度セ ンサ一か らの出力に基づいて検 出する

[01 16] 上記構成 によれば、加速度セ ンサ一か らの出力に基づいて操作状態 を検 出

することがで きる。

[01 17] 上記構成 において、前記所定の電位 は、接地電位である。

[01 18] 本発明の抵抗値切 り替え方法は、表示器 と、前記表示器 に重ねて配置 され

、少な くとも所定の辺 を備 えるタツチパネル と、前記所定の辺 に沿 って設 け

られた導電性部材 と、一端が前記導電性部材 に電気的に接続 され、他端が所

定の電位 に電気的に接続 された可変抵抗器 と、 を備 える電子機器 において利

用可能な抵抗値切 り替え方法であ つて、前記可変抵抗器の抵抗値 を切 り替え

可能である。

[01 19] 上記方法 によれば、 タツチパネルの導電性部材 を設 けた部分及びその周囲

をシール ドすることがで き、 このシール ドの度合いは、可変抵抗器の抵抗値

で変化 し、該抵抗値が小さ くなるに従 い大 きくな り、 タツチパネル において

導電性部材周辺の感度が小さ くなる。 したが って、 タツチパネルの導電性部

材 を設 けた部分 を手で把持 した際に、可変抵抗器の抵抗値 を小さ くすること



で、持ち手 による影響 （すなわち、 タツチパネルが反応することによる誤動

作）を抑制することが可能 となる。

[ 0 120] 本発明の電子機器は、表示器 と、前記表示器 に重ねて配置 され、指示体 と

の間の距離 を検 出可能なタツチパネル と、 を備 え、前記表示器の所定の領域

において前記距離が 0 以上かつ所定値以下にな った後 に、前記 タツチパネル

と前記指示体 との距離が前記所定値 よ り大 きくなる場合、前記表示器は、前

記 タツチパネル と前記指示体 との距離が変化するのに従 って、前記所定の領

域 に関連する情報 を変化 させて表示する。

[ 0 12 1 ] 上記構成 によれば、 タツチパネル と指示体 との距離が変化するのに従 って

、表示器の所定の領域 に関連する情報 を変化 させて表示するので、所望の情

報 を容易に選択することがで き、文字入力の操作性向上が図れる。

[ 0 122] 上記構成 において、前記表示器は、前記 タツチパネル と前記指示体 との距

離が大 きくなるのに従 って、前記所定の領域 に関連する情報 を変化 させて表

示する。

[ 0 123] 上記構成 によれば、 タツチパネル と指示体 との距離が大 きくなるのに従 つ

て、表示器の所定の領域 に関連する情報 を変化 させて表示するので、所望の

情報 を容易に選択することがで き、文字入力の操作性向上が図れる。

[ 0 124] 上記構成 において、前記表示器は、前記 タツチパネル と前記指示体 との距

離が大 きくなるのに従 って、前記所定の領域 に関連する情報 を拡大させて表

示する。

[ 0 125] 上記構成 によれば、 タツチパネル と指示体 との距離が大 きくなるのに従 つ

て、表示器の所定の領域 に関連する情報 を拡大させて表示するので、所望の

大 きさの情報 を容易に選択することがで き、文字入力の操作性向上が図れる

[ 0 126] 上記構成 において、前記所定値 は 0 である。

[ 0 127] 上記構成 において、前記表示器は、少な くとも一つのアイコンを表示可能

であ って、

前記所定の領域 は、前記 ア イ コ ンに対応する。



[01 28] 上記構成 によれば、表示器の所定の領域 をアイコンに対応 させたので、所

定の領域が明白にな り、文字入力の操作性向上が図れる。

[01 29] 上記構成 において、前記 アイコンは、 力一ソルキ一であ り、前記 力一ソル

キーに関連する情報 は、前記 力一ソルキーに対応する入力文字候補である。

[01 30] 上記構成 によれば、 アイコンを力一ソルキ一 と し、該 カ一ソルキーに関連

する情報 をカーソルキーに対応する入力文字候補 とするので、文字入力の操

作性向上が図れる。

[01 3 1 ] 上記構成 において、前記 力一ソルキ一は、入力文字種 を表示する。

[01 32] 上記構成 によれば、入力文字種 と して、かな文字、英字、数字等 を表示す

るので、文字入力の操作性向上が図れる。

[01 33] 上記構成 において、前記入力文字候補 は、テ ンキー形式で表示 される。

[01 34] 上記構成 によれば、入力文字候補 をテ ンキー形式で表示するので、文字入

力の操作性向上が図れる。

[01 35] 上記構成 において、前記入力文字候補の大 きさは、前記指示体 を水平方向

に移動 させることで固定される。

[01 36] 上記構成 によれば、指示体 を水平方向に移動 させることで、入力文字候補

の大 きさを固定するので、文字入力の操作性向上が図れる。

[01 37] 上記構成 において、前記所定値 を、第 1 所定値 と し、前記表示器は、入力

される文字 を表示する入力文字表示領域 を備 え、前記大 きさが固定された前

記入力文字候補 において前記距離が 0 以上かつ第 2 所定値以下にな った場合

、前記入力文字表示領域 は、前記距離が 0 以上かつ前記第 2 所定値以下にな

つた前記入力文字候補の文字 を表示する。

[01 38] 上記構成 によれば、表示器は、入力文字候補 を表示する所定の領域の他 に

、入力される文字 を表示する入力文字表示領域 を備 えるので、文字入力 と表

示文字の確認のための視線移動が低減 し、文字入力の操作性向上が図れる。

[01 39] 上記構成 において、前記入力文字表示領域 は、前記距離が 0 以上かつ前記

第 2 所定値以下にな った前記入力文字候補の文字 を含む文字列を表示 し、前

記文字列おいて前記距離が 0 以上かつ前記第 2 所定値以下にな つた場合、前



記入力文字表示領域は、前記距離が 0以上かつ前記第 2所定値以下になつた

前記文字列の文字を表示する。

[0140] 上記構成によれば、タツチパネルと指示体との間の距離が 0 以上かつ第 2

所定値以下になった入力文字候補の文字を含む文字列を表示 し、その後、さ

らに、タツチパネルと指示体との間の距離が 0 以上かつ第 2 所定値以下にな

つた場合、当該距離が 0 以上かつ第 2 所定値以下になった文字列の文字を表

示するので、文字列から所望の文字を簡単に選択することができ、文字入力

の操作性向上が図れる。

[0141 ] 上記構成において、前記第 2 所定値は、前記第 1所定値と同じ、或いは 0

である。

[0142] 本発明の表示方法は、表示器と、前記表示器に重ねて配置され、指示体と

の間の距離を検出可能なタツチパネルと、を備える電子機器において利用可

能な表示方法であって、前記表示器の所定の領域において前記距離が 0 以上

かつ所定値以下になった後に、前記タツチパネルと前記指示体との距離が前

記所定値より大きくなる場合、前記表示器は、前記タツチパネルと前記指示

体との距離が変化するのに従って、前記所定の領域に関連する情報を変化さ

せて表示する。

[0143] 上記方法によれば、タツチパネルと指示体との距離が変化するのに従って

、表示器の所定の領域に関連する情報を変化させて表示するので、所望の情

報を容易に選択することができ、文字入力の操作性向上が図れる。

[0144] 上記方法において、前記所定値は 0 である。

発明の効果
[0145] 本発明によれば、静電容量方式のタツチパネルであって、機器本体を持つ

たときの持ち手部分の手の影響を抑えることができる。

図面の簡単な説明

[0146] [ 図1]本発明の実施の形態 1 に係る電子機器の概観を示す斜視図

[図2] 図 1 の電子機器の概略構成を示すプロック図

[図3] 図 1 の電子機器のA _ A 線断面図



[ 図4 ] 図 1 の電子機器のタツチパネル部 におけるカバ一パネル と、受信セ ンサ

—パネル及び送信セ ンサ一パネル と、液晶表示部 との配置関係 を示す斜視図

[ 図 5 ] 図 1 の電子機器のタツチパネル部の受信セ ンサ一パネル を示す平面視図

[ 図 6 ] 図 1 の電子機器のタツチパネル部の送信セ ンサ一パネル を示す平面視図

[ 図7 ] 図 1 の電子機器の受信セ ンサ一パネル と送信セ ンサ一パネルが重ねて配

置 された状態 を示す平面視図

[ 図8 ] 図 1 の電子機器のタツチパネル コン 卜ローラの動作 を示すタイミングチ

ャ一 卜

[ 図 9 ] 図 1 の電子機器の受信セ ンサ一パネル における送信電極 の配置位置 を説

明するための図

[ 図 10 ] ( a ) ， （b ) 図 1 の電子機器 において、人の手の近接 を検 出 してい

ない未検 出時 と人の手の近接 を検 出 した時の液晶表示部の表示の変化 を示す

図

[ 図 11] 図 1 の電子機器のタツチパネル コン 卜ローラの動作 を説明するための

フローチヤ一 卜

[ 図 12 ] 図 1 の電子機器の応用例のタツチパネル コン 卜ローラの動作 を示すタ

ィ ミ ン グチ ヤ一 卜

[ 図 13 ] 本発明の実施の形態 2 に係 る電子機器の概観 を示す正面図

[ 図 14] 図 1 3 の電子機器の概略構成 を示すプロック図

[ 図 15 ] 図 1 3 の電子機器 における英字入力操作 を模式的に示 した図

[ 図 16 ] ( a ) ~ ( c ) 図 1 3 の電子機器 における英字入力操作 を模式的に示

した図

[ 図 17 ] 図 1 3 の電子機器 におけるかな文字入力操作 を模式的に示 した図

[ 図 18 ] ( a ) ~ ( c ) 図 1 3 の電子機器 におけるかな文字入力操作 を模式的

に示 した図

[ 図 19 ] 図 1 3 の電子機器 における文字入力時の指先 とタツチパネル部 との位

置関係 を示す図

[ 図20] 図 1 3 の電子機器 における文字入力時の指先 とタツチパネル部 との間



の距離の時間的変化 を示す図

[ 図2 1 ] 図 1 3 の電子機器の文字入力処理 を示すフローチヤ一 卜

[ 図22] 本発明の実施の形態 3 に係 る電子機器の概略構成 を示すプロック図

[ 図23] 図 2 2 の電子機器 を手で持 って操作 している様子を示す図

[ 図24] 図 2 の電子機器 を机 に置いて操作 している様子を示す図

[ 図25] 図 2 2 の電子機器 における振動 フィー ドバ ック素子の配置例 を示す断

面図

[ 図26] 図 2 2 の電子機器の操作通知処理 を示すフローチ ヤ一 卜

[ 図27] 本発明の実施の形態 4 に係 る電子機器の概略構成 を示すプロック図

[ 図28] 図 2 7 の電子機器 における 2 つのシール ドグラン ドの取 り付 け位置 と

、 2 つのシール ドグラン ドと可変抵抗器 との接続 を示す斜視図

[ 図29] 図 2 7 の電子機器の筐体 においてシール ドグラン ドが配置 された部分

の断面 を示す図

[ 図30] 図 2 7 の電子機器の持ち手状態の検 出方法の一例 を示す図

[ 図3 1 ] 図 2 7 の電子機器の手持ち状態 （すなわち把持状態） と各可変抵抗器

の抵抗値の一例 を示す図

[ 図32] 図 2 7 の電子機器の持ち手検 出処理 を示すフローチ ヤ一 卜

[ 図33] 加速度セ ンサーを使用 して持ち手状態 を検 出する電子機器の概略構成

を示すプロック図

[ 図34] 本発明の実施の形態 5 に係 る電子機器の概観 を示す正面図

[ 図35] 図 3 4 の電子機器の概略構成 を示すプロック図

[ 図36] 図 3 4 の電子機器のタツチパネル コン 卜ローラにおける指の検 出方法

を示す図

[ 図37] 図 3 6 の指の検 出方法 において、指 とタツチパネル部 との間の距離の

時間的変化 を示す図

[ 図38] 図 3 4 の電子機器 における入力文字種の選択か らテ ンキーサイズの選

択 までの操作 を示す図

[ 図39] 図 3 4 の電子機器 における入力文字種の選択操作及びテ ンキーサイズ



の選択操作の手順を示すフローチヤ一 卜

[ 図40] 図 3 4 の電子機器における入力文字種の選択から文字入力までの操作

を示す図

[ 図4 1] 図 3 4 の電子機器の文字入力処理を示すフローチヤ一 卜

[ 図42] 静電容量方式のタッチパネルを示す図

[ 図43] タツチパネルに手を徐々に近づけたときの指の検出状態を示す図

[ 図44] 0 キ一を有する電子機器におけるメール画面の一例を示す図

発明を実施するための形態

[0147] 以下、本発明を実施するための好適な実施の形態について、図面を参照 し

て詳細に説明する。

[0148] (実施の形態 1 )

図 1 は、本発明の実施の形態 1 に係る電子機器の概観を示す斜視図である

。同図において、本実施の形態に係る電子機器 1 は、スマー トフォンと呼ば

れる携帯無線機であり、四角形状に形成された筐体 2 の前面側の上部にレシ

—バ 3 が設けられ、 レシーバ 3 の下方に静電容量方式のタツチパネルモジュ

—ル 6 が設けられ、タツチパネルモジュール 6 の下方に3 個のファンクショ

ンボタン7 _ ~ 7 _ 3 が設けられている。

[0149] 図 2 は、本実施の形態に係る電子機器 1 の概略構成を示すプロック図であ

る。同図に示す電子機器 1 において、前述 したタツチパネルモジュール 6 は

、タツチパネル部 5 と、その間で送信信号と受信信号の授受を行うタツチパ

ネルコン トローラ8 とから構成されている。機器制御部 9 は、タツチパネル

コン トローラ8 との間で座標信号の授受を行い、また液晶表示部 4 に表示信

号を与える。タツチパネルユニット7 は、液晶表示部 4 とタツチパネルモジ

ユール 6 とから構成される。

[01 50] タツチパネルユニット7 の液晶表示部 4 は、四角形状を成 し、電子機器 1

を操作するための表示や画像等の表示に使用される。タツチパネル部 5 は、

液晶表示部 4 と略同 じ四角形を成 し、液晶表示部 4 に重ねて配置される。液

晶表示部 4 及びタツチパネル部 5 の形状を四角形とするが、それは長方形で



もあ っても良い し、正方形であ っても良い。

[01 5 1 ] 図 3 は、図 1 の A — A 線断面図である。同図は、 タツチパネルユニ ッ ト7

の中央部分の断面 を示 している。 タツチパネルュニ ッ 卜7 のタツチパネル部

5 は、受信セ ンサ一パネル （第 1 のセ ンサ一パネル） 5 — 1 と、送信セ ンサ

—パネル （第 2 のセ ンサ一パネル） 5 — 2 とか ら構成 される。受信セ ンサ一

パネル 5 _ の直上 にはガラス材か らなるカバ一パネル 2 0 が配置 され、送

信セ ンサ一パネル 5 — 2 の直下には液晶表示部 4 が配置 される。 また、液晶

表示部 4 の直下にはバ ックライ 卜部 2 が配置 され、バ ックライ 卜部 2 の

直下には電池部 2 2 が配置 される。

[01 52] 図 4 は、 カバ一パネル 2 0 と、 タツチパネル部 5 の受信セ ンサ一パネル 5

- 及び送信セ ンサ一パネル 5 — 2 と、液晶表示部 4 との配置関係 を示す斜

視図である。同図に示すように、 カバ一パネル 2 0 、受信セ ンサ一パネル 5

_ 1 、送信セ ンサ一パネル 5 — 2 、液晶表示部 4 の順で配置 される。

[01 53] 図 5 は、 タツチパネル部 5 の受信セ ンサ一パネル 5 _ 1 を示す平面視図で

ある。同図に示すように、受信セ ンサ一パネル 5 _ 1 は、四角形状 に形成 さ

れてお り、 その上端か ら下端 に向けて水平方向に平行配置 された複数の受信

電極 5 _ 1 a と、左端側及び右端側のそれぞれに垂直方向に配置 された 2 つ

の送信電極 5 _ 1 b と、 を有する。各受信電極 5 _ 1 a 及び各送信電極 5 _

b は菱形 を成す複数の電極 片 P で構成 される。 2 つの送信電極 5 _ 1 b そ

れぞれの先端 に位置する電極 片 P については三角形 を成 している。

[01 54] 図 6 は、 タツチパネル部 5 の送信セ ンサ一パネル 5 — 2 を示す平面視図で

ある。同図に示すように、送信セ ンサ一パネル 5 _ 2 は、受信セ ンサ一パネ

ル 5 — 1 と同様 に四角形状 に形成 されてお り、 その左端か ら右端 （又はその

逆でも構わない）に向けて、垂直方向に平行配置 された複数の送信電極 5 _

2 c を有 する。各送信電極 5 — 2 c は、受信セ ンサ一パネル 5 _ 1 の各受信

電極 5 _ 1 a 及び各送信電極 5 _ 1 b と同様 に菱形 を成す複数の電極 片 P で

構成 される。なお、送信電極 5 — 2 c それぞれの先端 に位置する電極 片 P に

ついては三角形 を成 している。



[01 55] 図 7 は、受信セ ンサ一パネル 5 _ 1 と送信セ ンサ一パネル 5 _ 2 が重ねて

配置 された状態 を示す平面視図である。同図に示すように、受信セ ンサ一パ

ネル 5 — 1 と送信セ ンサ一パネル 5 — 2 を重ねて配置することで、受信セ ン

サ一パネル 5 _ の左端側及び右端側 それぞれの送信電極 5 _ b と送信セ

ンサ一パネル 5 _ 2 の左端側及び右端側 それぞれの送信電極 5 _ 2 c が重な

り、 その他の電極 同士は重なることはな く、縦横交互 に配置 される。

[01 56] なお、本実施の形態 に係 る電子機器 1 では、受信セ ンサ一パネル 5 _ の

面積で 9 0 % 以上が、送信セ ンサ一パネル 5 — 2 と重なるように している。

また、受信 セ ンサ 一パ ネル 5 — 1 と送信 セ ンサ 一パ ネル 5 _ 2 が重なるエ リ

ァがタツチパネルモジュール 6 と しての反応エ リアとなる。受信セ ンサ一パ

ネル 5 _ の 2 つの送信電極 5 _ b は反応エ リァの最外周 に配置 される。

この場合、 タツチパネル部 5 の形状 を長方形 とすると、 2 つの送信電極 5 _

b は向かい合 う 2 辺のそれぞれに沿 って配置 される。受信セ ンサ一パネル

5 _ 1 の送信電極 5 _ 1 b の数 は、 1 つでも良い し、 3 つ以上でも良い。

[01 57] 図 2 に戻 り、 タツチパネル コン トローラ 8 は、送信セ ンサ一パネル 5 — 2

の全送信電極 5 _ 2 c に対 し、送信信号 を印加する。 この時の印加 について

は、 タツチパネル コン 卜ローラ 8 の制御 によ り任意 に印加する順番は変える

ことが可能である。 よって、すべての送信信号 を同期 に送出することが可能

である。左端 に配置 された送信電極 5 _ c か ら順 に右端 に配置 された送信

電極 5 — 2 c まで 1 つずつ送信信号 を印加 してい く。 また、 タツチパネル コ

ン トロ一ラ 8 は、左端 に配置 された送信電極 5 _ 2 c と右端 に配置 された送

信電極 5 — 2 c に送信信号 を印加するときに、同 じタイミングで受信セ ンサ

—パネル 5 _ の左端側 に配置 された送信電極 5 _ b と右端側 に配置 され

た送信電極 5 _ 1 b にも送信信号 を印加する。すなわち、左端 に配置 された

送信電極 5 _ c に送信信号 を印加すると同時に左端側 に配置 された送信電

極 5 _ 1 b にも同 じ送信信号 を印加 し、 また右端 に配置 された送信電極 5 _

c に送信信号 を印加すると同時に右端 に配置 された送信電極 5 _ 1 b にも

同 じ送信信号 を印加する。



[01 58] さ らに、 タツチパネル コン トローラ 8 は、送信セ ンサ一パネル 5 _ 2 の送

信電極 5 _ 2 c に送信信号 を印加すると同時に、受信セ ンサ一パネル 5 _

の全受信電極 5 _ 1 a にて送信信号 を検 出する。すなわち、 1 つの送信電極

5 - 2 c に送信信号 を印加すると同時に、上端側 に配置 された受信電極 5 _

1 a か ら下端 に配置 された受信電極 5 _ 1 a まで順次送信信号 を検 出する。

以下、検 出 した送信信号 を受信信号 と呼ぶ。

[01 59] 図 8 は、 タツチパネル コン トローラ 8 の動作 を示すタイミングチヤ一 卜で

ある。同図において、 " T x A C 1 " は、受信セ ンサ一パネル 5 — 1 の左端

側 に配置 された送信電極 5 _ b に印加する送信信号 を示 し、 " T X 1 " は

、送信セ ンサ一パネル 5 _ 2 の左端側 に配置 された送信電極 5 _ c に印加

する送信信号 を示 し、 " R x 1 ~ n " は、受信セ ンサ一パネル 5 _ 1 の全受

信電極 5 — 1 a で得 られる受信信号 を示す。 また、 " T x 2 " は、送信 セ ン

サ一パネル 5 _ 2 の左端か ら 2 番 目に配置 された送信電極 5 _ c に印加す

る送信信号 を示 し、 " Τ χ η " は、送信セ ンサ一パネル 5 — 2 の右端側 に配

置 された送信電極 5 — 2 c に印加する送信信号 を示 し、 " T x A C 2 " は、

受信セ ンサ一パネル 5 _ の右端側 に配置 された送信電極 5 _ b に印加す

る达信1ヨ 《小 す。

[01 60] 図 8 に示すように、送信セ ンサ一パネル 5 _ 2 の全送信電極 5 _ 2 c に対

して、 1 つずつ順番 に送信信号 を印加する毎 に、受信セ ンサ一パネル 5 — 1

の全受信電極 5 — 1 a で受信する。 ここで、送信セ ンサ一パネル 5 _ 2 の左

端側 に配置 された送信電極 5 _ 2 c に送信信号が印加 されるときは、受信セ

ンサ一パネル 5 _ の左端側 に配置 された送信電極 5 _ b にも同 じ送信信

号が印加 される。 また、送信セ ンサ一パネル 5 _ 2 の右端側 に配置 された送

信電極 5 _ 2 c に送信信号が印加 されるときは、受信セ ンサ一パネル 5 _

の右端側 に配置 された送信電極 5 _ 1 b にも同 じ送信信号が印加 される。但

し、 この場合は、人の手 を検 出 していない未検 出時すなわち人の手が未検 出

エ リァにあるときの動作であ り、人の手 を検 出 した ときすなわち人の手が近

接検 出ェ リァに入 った ときは、受信セ ンサ一パネル 5 _ の左端側 と右端側



に配置 された 2 つの送信電極 5 _ 1 b に送信信号が印加 されず、 ダラン ド電

位 となる。

[01 6 1 ] 送信 セ ンサ一パネル 5 _ 2 の左端側 に配置 された送信電極 5 _ 2 c と受信

セ ンサ一パネル 5 _ の左端側 に配置 された送信電極 5 _ b の双方 に送信

信号が印加 された場合、電界が強 くなる感度 アップされた状態 とな り、人の

手の近接 を高感度で検 出することが可能 となる。逆 に、受信セ ンサ一パネル

5 - の左端側 に配置 された送信電極 5 _ b に送信信号が印加 されな くな

つた場合、該送信電極 5 _ 1 b が送信セ ンサ一パネル 5 _ 2 の左端側 に配置

された送信電極 5 — 2 c の電界 を阻害するので、感度 ダウン した状態 となる

。感度 ダウンすることで、電子機器 1 を手で持 った際に、 タツチパネル部 5

の左右両端部分 に指が触れても操作 と して認識 しないようにで きる。 この こ

とは、送信セ ンサ一パネル 5 _ 2 の右端側 に配置 された送信電極 5 _ 2 c と

受信セ ンサ一パネル 5 _ の右端側 に配置 された送信電極 5 _ b の双方 に

送信信号が印加 された場合 も同様である。

[01 62] このように、受信セ ンサ一パネル 5 _ 1 の 2 つの送信電極 5 _ 1 b は、電

子機器 1 を手で持 った際に、 タツチパネル部 5 の左右両端部分 に指が近づい

ても機器制御部 9 が操作 と して認識 しないようにするために設 けたものであ

る。なお、 この 2 つの送信電極 5 — 1 b は、図 9 に示すように、 タツチパネ

ル部 5 の中心 （例 えば重心）を通 る線 においてタツチパネル部 5 の端 とタツ

チパネル部 5 の中心 を 1 対 4 に内分する点 とタツチパネル部 5 の端 との間に

配置するのが望 ま しい。 また、送信電極 5 — 1 b の数 も左右それぞれ 1 つに

限定されるものではな く、 1 つ以上であ っても良い。

[01 63] 機 器制御部 9 は、上述 した処理の他 に、人の手の近接 を検 出 していない未

検 出時に液晶表示部 4 に所定の表示 をさせるための表示信号 を出力 し、人の

手の近接 を検 出 した時に当該表示信号の出力を停止する。 このようにするこ

とで、電子機器 1 のユーザに、 タツチパネル部 5 の周縁部の感度がアップ し

ていることを認識 させることがで きる。

[01 64] 図 1 0 ( a ) ， （b ) は、人の手の近接 を検 出 していない未検 出時 と人の



手 の近接 を検 出 した時 の液 晶表 示部 4 の表 示 の変 化 を示 す 図 で あ る。 同 図 の

( a ) に示 す よ うに、 人 の手 の近接 を検 出 して いな い未検 出時 には液 晶表 示

部 4 の周縁 部 に沿 って帯状 の表 示 3 0 (例 え ば、 オ レンジ色 の表 示 ） が行 わ

れ る。 人 の手 の近接 を検 出 した時 は、 同 図 の （b ) に示 す よ うに、 帯状 の表

示 3 0 が行 わ れ な くな る。

[01 65] タ ツチパ ネル部 5 に人 の手 が近 づ くこ とで、 近 づ いた箇 所 の受信 セ ンサ 一

パ ネル 5 _ の 受信 電極 5 _ a の 受信 信 号 が変 化 す るの で、機 器制 御 部 9

は、 受信 信 号 が変 化 した受信 電極 5 — 1 a に対 応 す る座標 信 号 か ら手 が近 づ

いた箇 所 を特 定 す る。

[01 66] タ ツチパ ネル コ ン トロー ラ 8 と機 器制 御 部 9 は、 C P U (Cent r a l Process

I ng Un 1 ) R O M (Read On Ly Memory) 、 R M (Random Access Memory

) 及 び イ ンタ フ ェー ス回路 で構 成 され る。 該 R O M には C P U を制 御 す るた

め の プ ログラム が記憶 され て お り、 該 R A M は C P U の動 作 にお いて使 用 さ

れ る。

[01 67] 次 に、 本 実施 の形 態 に係 る電 子機 器 1 の動 作 を説 明 す る。

図 1 1 は、 本 実施 の形 態 に係 る電 子機 器 1 の タ ツチパ ネル コ ン トロー ラ 8

の動 作 を説 明 す るため の フ ロー チ ヤ一 卜で あ る。 同 図 に示 す フ ロー チ ヤ一 卜

は、 受信 セ ンサ 一パ ネル 5 _ の左端 側 に配 置 され た送信 電極 5 _ b 及 び

送信 セ ンサ 一パ ネル 5 _ 2 の左端 側 に配 置 され た送信 電極 5 _ c の それ ぞ

れ に送信 信 号 を印加 す る場 合 の動 作 を示 して い る。

[01 68] タ ツチパ ネル コ ン トロー ラ 8 は、 まず受信 セ ンサ 一パ ネル 5 _ 1 の左端 側

に配 置 され た送信 電極 5 _ b 及 び送信 セ ンサ 一パ ネル 5 _ 2 の送信 電極 5

_ 2 c に同 じタイ ミ ングで送信 信 号 T X A C 1 ， T x 1 を印加 す る （ステ ツ

プ S 1 ) 。 送信 信 号 T x A C 1 ， T x 1 の 印加後 、 受信 セ ンサ 一パ ネル 5 _

1 の全 受信 電極 5 _ 1 a で 受信 した受信 信 号 R X 1 ~ R X n にて送信 信 号 T

X ~ T X n , T x A C を検 出す る （ステ ップ S 2 ) 。 送信 信 号 T x ~

T x n ， T x A C 1 の検 出後 、 受信 信 号 R X 1 ~ R X n をデ ジ タル 変換 して

Z 値 を求 め る （ステ ップ S 3 ) 。 そ して、 求 め た Z 値 が T X A C 1 切 替 閾値



以上であるか どうか判定する （ステ ップ S 4 ) 。 ここで、 T x A C 1 切替閾

値 とは、電子機器 1 が人によって把持 された ときの Z 値 に相 当する値である

[01 69] 求めた Z 値 が T x A C 切替閾値未満の場合 （すなわちステ ップ S 4 の判

定で 「N O 」の場合）、 ステ ップ S 1 に戻 り、 T X A C 1 切替閾値以上の場

合 （すなわちステ ップ S 4 の判定で 「Y E S 」の場合）、受信セ ンサ一パネ

ル 5 _ 1 の左端側 に配置 された送信電極 5 — 1 b をグラン ド電位 に して送信

信号 T X A C 1 を 0 レベル に し （ステ ップ S 5 ) 、 その後、本処理 を終 了す

る。

[01 70] なお、受信セ ンサ一パネル 5 _ の右端側 に配置 された送信電極 5 _ b

及び送信セ ンサ一パネル 5 _ 2 の右端側 に配置 された送信電極 5 _ 2 c のそ

れぞれに送信信号 を印加する場合は、左端側 を右端側 に置 き換 えるとともに

、送信信号 T x A C 1 を T x A C 2 に置 き換 えると良い。

[01 7 1 ] このように本実施の形態 に係 る電子機器 1 によれば、液晶表示部 4 と静電

容量方式のタツチパネル部 5 とか ら構成 されるタツチパネルュニ ッ 卜7 と、

タツチパネルモジュール 6 のタツチパネル部 5 との間で送信信号 と受信信号

の授受を行 うタツチパネル コン 卜ローラ 8 と、 タツチパネル コン 卜ローラ 8

との間で座標信号の授受を行い、 また液晶表示部 4 に表示信号 を与える機器

制御部 9 とを備 え、 タツチパネル部 5 を、水平方向に平行配置 された複数の

受信電極 5 _ a 及び左端側及び右端側のそれぞれに垂直方向に配置 された

2 つの送信電極 5 — 1 b を有する受信セ ンサ一パネル 5 _ 1 と、左端か ら右

端 に向けて垂直方向に平行配置 された複数の送信電極 5 _ 2 c を有 する送信

セ ンサ一パネル 5 _ 2 とで構成 し、送信セ ンサ一パネル 5 _ 2 の送信電極 5

- c と受信セ ンサ一パネル 5 _ の送信電極 5 _ b の双方 に同 じ送信信

号 を印加 して、人の手の近接 を高感度で検 出 し、人の手の近接 を検 出 した後

は、受信セ ンサ一パネル 5 _ 1 の送信電極 5 _ 1 b をグラン ド電位 に して感

度 ダウンするように したので、電子機器 1 を持 った ときの持ち手部分の手の

影響 を抑 えることがで きる。



[01 72] なお、本実施の形態 に係 る電子機器 1 では、受信セ ンサ一パネル 5 _ を

複数の受信電極 5 — 1 a と 2 つの送信電極 5 _ 1 b で構成 したが、 2 つの送

信電極 5 — 1 b を受信セ ンサ一パネル 5 _ 1 とは別のパネル （第 3 のセ ンサ

—パネル）で構成するように しても構わない。 また、 この第 3 のセ ンサ一パ

ネルは、 その面積で 9 0 % 以上が、送信セ ンサ一パネル 5 _ 2 と重なるよう

にすると良い。

[01 73] すなわち、本実施の形態 に係 る電子機器 1 では、受信セ ンサ一パネル 5 _

1 (第 1 のセ ンサ一パネル）の表面 （電子機器 1 における外側の面）に、複

数の受信電極 5 — 1 a と 2 つの送信電極 5 — 1 b で構成 し、送信セ ンサ一パ

ネル 5 — 2 (第 2 のセ ンサ一パネル）の表面 （電子機器 1 における外側の面

) に複数の送信電極 5 _ 2 c を構成 したが、 2 つの送信電極 5 _ 1 b を受信

セ ンサ一パネル 5 — 1 とは別のパネル （第 3 のセ ンサ一パネル）の表面 （電

子機器 1 における外側の面）に構成するように しても構わない。

[01 74] 更に、複数の受信電極 5 _ 1 a 、 2 つの送信電極 5 _ 1 b 、及び、複数の

送信電極 5 _ 2 c は、 1 つ又は複数のセ ンサ一パネルの表面 （電子機器 1 に

おける外側の面）又は裏面 （電子機器 1 における内側の面）の、何れかに配

置 されていれば良い。例 えば、受信セ ンサ一パネル 5 — 1 (第 1のセ ンサ一パ

ネル）の表面 （第 1 の面）に少な くとも一つの送信電極 5 _ 1 b を、受信セ

ンサ一パネル 5 — 1 の裏面 （第 2 の面）に受信電極 5 — 1 a を、送信セ ンサ

—パネル 5 — 2 (第 2 のセ ンサ一パネル）の裏面 （第 3 の面）に送信電極 5

- c を配置 してもよい。

[01 75] また、本実施の形態 に係 る電子機器 1 では、図 8 のタイミングチヤ一 卜に

示すように、送信セ ンサ一パネル 5 _ 2 の複数の送信電極 5 _ 2 c に対 して

つずつ順次送信信号 を印加するように したが、図 1 2 のタイミングチヤ一

卜に示すように、送信セ ンサ一パネル 5 _ 2 の複数の送信電極 5 _ 2 c に対

して一斉 に同 じタイミングで送信信号 を印加するように しても良い。

[01 76] また、本実施の形態 に係 る電子機器 1 では、図 1 1 のフローチヤ一 卜で示

す処理 を記述 したプログラムを R O M に持たせたが、 当該 プログラムを、磁



気デ ィスク、光デ ィスク、光磁気デ ィスク、 フラッシュメモ リ等の記憶媒体

に格納 して配布 した り、インタ一ネッ ト等のネッ トワーク上のサーバ （図示

略）に保存するように して、電気通信回線 を利用 してダウンロー ドできるよ

うに した りすることも可能である。

[01 77] (実施の形態 2 )

図 1 3 は、本発明の実施の形態 2 に係 る電子機器の概観 を示す正面図であ

る。同図において、本実施の形態に係 る電子機器 4 0 は、前述 した実施の形

態 1 に係 る電子機器 1 と同様のスマー トフォンと呼ばれる携帯無線機であ り

、四角形状 に形成 された筐体 4 の前面側の上部 に レシーバ 4 2 が設けられ

、 レシーバ 4 2 の下方に静電容量方式のタツチパネルモジュール 4 3 が設け

られている。 また、 タツチパネルモジュール 4 3 の下方には、 3 個のファン

クシ ョンボタン4 4 — ~ 4 4 — 3 が設けられている。

[01 78] 図 1 4 は、本実施の形態に係 る電子機器 4 0 の概略構成 を示すプロック図

である。同図において、本実施の形態に係 る電子機器 4 0 は、前述 したタツ

チパネルモジュール 4 3 と、表示部 4 5 と、機器制御部 4 6 とを備える。 タ

ツチパネルモジュール 4 3 は、 タツチパネル部 4 7 と、その間で送信信号 と

受信信号の授受を行 うタツチパネル コン 卜ローラ4 8 とか ら構成 される。機

器制御部 4 6 は、 タツチパネルモジュール 4 3 との間で座標信号の授受を行

し、、 また表示部 4 5 に表示信号を与える。表示部 4 5 とタツチパネルモジュ

—ル 4 3 はタツチパネルュニ ッ 卜4 9 を構成する。機器制御部 4 6 とタツチ

パネル コン トローラ4 8 は、 C P U、 R O M、 R A M 及びインタフェース回

路で構成 される。該 R O M にはC P U を制御するためのプログラムが記憶 さ

れてお り、該 R A M はC P U の動作において使用される。

[01 79] 表示部 4 5 は、四角形状 を成 し、電子機器 4 0 を操作するための表示や画

像等の表示に使用される。表示部 4 5 には、 L C D (L i qu i d Crysta l Di s La

y) 、有機 E L ( ELect r o Lum i nescence) 又は電子ぺ一パーが用い られる。 タ

ツチパネル部 4 7 は、表示部 4 5 と略同 じ四角形状 を成 し、表示部 4 5 上に

重ねて配置される。なお、表示部 4 5 とタツチパネル部 4 7 は、筐体 4 1 の



内側 に配置 されても、外側 に配置 されても良い。但 し、 いずれの場合 もタツ

チパネル部 4 7 は表示部 4 5 よ り外側 に配置 される。 また、本実施の形態 に

係 る電子機器 4 0 では、表示部 4 5 及びタツチパネル部 4 7 の形状 を四角形

とするが、 それは長方形でもあ っても良い し、正方形であ っても良い。

[01 80] 本実施の形態 に係 る電子機器 4 0 は文字入力を可能 と してお り、例 えば E

メール を作成するアプ リを起動 させた場合、図 1 3 に示すようなメール画面

が表示 され、 このメール画面 にて文字入力を行 うことがで きる。図 1 3 に示

すメール画面 には、宛先入力表示領域 5 0 、件名入力表示領域 5 1 、入力表

示領域 5 及び文字種選択キー表示領域 5 3 があ り、 これ らの表示領域 5 0

~ 5 3 がタ ツチパネル部 4 7 に設定されている。入力表示領域 5 2 の表示位

置は固定で良いが、変化で きるように しても良い。文字種選択キー表示領域

5 3 は、かな文字入力キ一表示領域 5 3 、数字入力キ一表示領域 5 3 2 、

英字入力キー表示領域 5 3 3 、記号入力キー表示領域 5 3 4 及び絵文字入力

キ一表示領域 5 3 5 か らなる。各表示領域 5 3 1 5 3 5 の表示位置は固定

で良いが、変化で きるように しても良い。 タツチパネル部 4 7 には、文字種

選択キ一表示領域 5 3 に対 して文字種選択キ一 5 4 が設定される。なお、か

な文字入力キ一表示領域 5 3 、数字入力キ一表示領域 5 3 2 、英字入力キ

一表示領域 5 3 3 、記号入力キー表示領域 5 3 4 及び絵文字入力キー表示領

域 5 3 5 の各 々は、所定の表示領域及び第 1 の表示領域 に対応する。

[01 8 1 ] 文字種選択キ一 5 4 は、かな文字入力キ一 5 4 1 、数字入力キ一 5 4 2 、

英字入力キ一 5 4 3 、記号入力キ一 5 4 4 及び絵文字入力キ一 5 4 5 か らな

り、各キーを操作することで、かな文字、数字、英字、記号及び絵文字の入

力がで きる。 この場合、件名 に対 して入力 した文字は表示部 4 5 の件名入力

表示領域 5 に表示 され、文章 を作成するために入力 した文字は表示部 4 5

の入力表示領域 5 2 に表示 される。文字種選択キ一 5 4 は、 1 0 キ一 と して

の機能 を持 っているので、 1 0 キ一を有する電子機器 と比べて、入力表示領

域 5 2 を広 くとることがで きる。なお、図 4 4 は、 1 0 キ一を有する電子機

器 1 2 0 におけるメール画面の一例 を示す図である。同図に示すメール画面



には、宛先入力表示領域 1 3 0 、件名入力表示領域 1 3 1 、入力表示領域 1

3 2 、 0 キ一入力表示領域 1 3 3 、文字種選択キ一表示領域 1 3 4 及び絵

記 顔文字選択キ一表示領域 1 3 5 等が設定されてお り、 これ らの表示領

域 に対 し、 1 0 キ一 1 4 0 、文字種選択キ一 1 4 及び絵 記 顔文字選択

キ一 1 4 2 を使用 して文字入力を行 う。 1 0 キ一 1 4 0 を有 している分、入

力表示領域 1 3 2 が小さ くなる。

[01 82] 図 1 3 において、本実施の形態 に係 る電子機器 4 0 では、文字種選択キー

表示領域 5 3 のかな文字入力キ一表示領域 5 3 、数字入力キ一表示領域 5

3 2 、英字入力キ一表示領域 5 3 3 、記号入力キ一表示領域 5 3 4 及び絵文

字入力キ一表示領域 5 3 5 の夫々に対 し、ユーザの指やペ ン先等の指示体 を

近づけた り、遠 ざけた りすることで、少な くとも 3 種類の文字 （かな文字、

数字、英字、記号及び絵文字のそれぞれ）を所定順番で切 り換 えて表示する

ことがで きる。 3 種類の文字 と、所定順番は、少な くともアル ファベ ッ トの

「A 」 「B 」 「C 」 「D 」 「E 」 「F 」 「G 」 「H 」 「 I 」 「J 」 「K 」 「

L 」 「M 」 「N 」 「0 」 「P 」 「Q 」 「R 」 「S 」 「丁 」 「U 」 「V 」 「W

」 「X 」 「丫」 「Z 」 「A 」 「B 」の中か ら連続 した 3 つの種類 と順番であ

る。 また、少な くとも数字の 「1 」 「2 」 「3 」 「4 」 「5 」 「6 」 「7 」

「8 」 「9 」 「0 」 「1 」 「2 」 も しくは、 「0 」 「1 」 「2 」 「3 」 「4

」 「5 」 「6 」 「7 」 「8 」 「9 」 「1 0 」 「1 1 」の中か ら連続 した 3 つ

の種類 と順番である。 また、少な くとも日本語の 「あ」 「か」 「さ」 「た」

「な」 「は」 「ま」 「や」 「ら」 「わ」 「ん」 「あ」 「か」も しくは、 「い

」 「き」 「し」 「ち」 「に」 「ひ」 「み」 「い」 「り」 「ゐ」 「い」 「き」

の中か ら連続 した 3 つの種類 と順番である。

[01 83] 少な くとも 3 種類の文字 を所定順番で切 り換 えて表示することで、ユーザ

が所望の文字 を選択することがで きる。ユーザは、所望の文字 を選択 した後

、 当該文字 に触れることで （すなわち、 タツチすることで）、 当該文字が確

定される。以下、一例 を挙 げて文字の選択 確定について説明する。

[01 84] (英字入力の場合）



図 1 5 及び図 1 6 ( a ) ~ ( c ) は、英字入力操作 を模式的に示 した図で

ある。図 1 5 及び図 1 6 の （a ) に示すように、文字種選択キ一表示領域 5

3 の英字入力キー表示領域 （第 1 の表示領域） 5 3 3 に触れない程度 （例 え

ば、英字入力キ一表示領域 5 3 3 の直上 1 m m ) まで指先 6 0 を近づけると

、英字入力キー表示領域 5 3 3 か ら水平方向左側の各表示領域 （第 2 の表示

領域） 5 5 0 ~ 5 5 3 に 「A ， a , A, a」の各文字列が表示 され、左斜め上

方向側の各表示領域 （第 2 の表示領域） 5 5 4 ~ 5 5 7 に 「B ， b ，B，b」

の各文字列が表示 され、上方向側の各表示領域 （第 2 の表示領域） 5 5 8 ~

5 6 1 に 「C ， c , C, c の各文字列が表示 され、右斜め上方向側の各表示

領域 （第 2 の表示領域） 5 6 2 ~ 5 6 5 に 「D ， d ，D，d」の各文字列が表

示 され、水平方向右側の各表示領域 （第 2 の表示領域） 5 6 6 ~ 5 6 9 に 「

E , e ，E，e の各文字列が表示 される。 この場合、各文字列は、 「全角大

文字」、 「全角小文字」、 「半角大文字」、 「半角小文字」 とな っている。

なお、図 1 5 及び図 1 6 ( a ) 〜 ( c ) では、第 1 の表示領域である英字入

カキ一表示領域 5 3 3 と第 2 の表示領域 5 5 0 5 6 9 は近接 しているが、

離れていても良い。

[01 85] 先頭文字 「A ， B ， C ， D ， E 」の各英字候補が表示 されている状態か ら

、指先 6 0 を上方 に遠 ざけて行 くと、表示 される英字候補が順次変化 して行

き、最終的に先頭文字 「V ，W , X , Y , Z 」の各英字候補が表示 される。

この位置では、英字入力キー表示領域 5 3 3 か ら水平方向左側の各表示領域

5 5 0 ~ 5 5 3 に 「V ， v ，V，v」の各文字列が表示 され、左斜め上方向側

の各表示領域 5 5 4 ~ 5 5 7 に 「W ，w ，W， j の各文字列が表示 され、上

方向側の各表示領域 5 5 8 ~ 5 6 1 に 「X ， X , X，x」の各文字列が表示 さ

れ、右斜め上方向側の各表示領域 5 6 2 ~ 5 6 5 に 「丫， y ，Y, y」の各文

字列が表示 され、水平方向右側の各表示領域 5 6 6 ~ 5 6 9 に 「Z ， z , Z，

zj の各文字列が表示 される。

[01 86] 先頭文字 「V ，W , X , Υ , Z 」の各英字候補が表示 されている状態か ら

、指先 6 0 を逆方向に移動 させると、すなわち英字入力キ一表示領域 5 3 3



に近づけて行 くと、表示 される英字候補が逆方向に順次変化 して行 く。すな

わち、先程 とは逆の順で変化 して行 く。 このように して、指先 6 0 を英字入

カキ一表示領域 5 3 3 に対 して遠 ざけた り、近づけた りすることで、表示 さ

れる英字候補が順次変化 し、所望の英字候補 を選択することがで きる。

なお、指先 6 0 と英字入力キ一表示領域 5 3 3 との間の距離 は、 タツチパ

ネル部 4 7 との間の距離であるが、表示部 4 5 との間の距離でも良い し、筐

体 4 との間の距離でも良い。

また、指先 6 0 の操作 に応 じて順次変化する英字候補の順番が変わること

はない。

また、先頭文字 「V ，W , X , Y , Z 」の各英字候補が表示 されるまで指

先 6 0 を離 した後、 さ らに指先 6 0 を離 した場合、 「A ， B ， C ， D ， E 」

の各英字候補 を再度表示するように、循環 させるように してもよい。但 し、

指先 6 0 を検 出可能な距離 まで となる。

[01 87] 所望 の英字候補 を選択 した後、選択 した英字候補の表示領域 （第 2 の表示

領域）に触れることで （すなわち、 タツチすることで）、選択 した英字候補

が確定される。例 えば、全角大文字の 「E 」を確定する場合、図 1 6 の （b

) に示すように、 「E 」が表示 されている表示領域 （第 2 の表示領域） まで

指先 6 0 を水平 に移動 させた後、図 1 6 の （c ) に示すように、指先 6 0 を

「E 」が表示 されている表示領域 5 6 6 に触れる （すなわち、 タツチする）

。 これによ り、全角大文字の 「E 」が確定される。指先 6 0 が英字入力キ一

表示領域 5 3 3 か ら外れて、選択 した英字候補が表示 されている表示領域 5

6 6 に入 った場合、選択 した英字候補が継続 して表示 され、 当該表示領域か

ら指先 6 0 までの距離 に変化があ っても （すなわち指先 を上下に変化 させて

も）、英字候補の切 り換 えは行われない。

[01 88] なお、選択 した英字候補 を確定する場合、必ず しも指先 6 0 を表示領域 （

第 2 の表示領域）の全域 に当てる必要はな く、ある程度 当た っていればよい

また、指先 6 0 の周囲に英字 を表示する表示領域 （第 2 の表示領域）を、



5 文字 （例 えば、 A ， B ， C ， D ， E ) 分 （2 0 ィ固）設 けたが、 5 文字分以

上設 けても構わない。

[01 89] (かな文字入力の場合）

図 1 7 及び図 1 8 ( a ) 〜 ( c ) は、 かな文字入力操作 を模式的に示 した

図である。図 1 7 及び図 1 8 の （a ) に示すように、文字種選択キ一表示領

域 5 3 のかな文字入力キー表示領域 （所定の表示領域、第 1 の表示領域） 5

3 1 ( この場合、かな文字入力キー表示領域 5 3 1 は、文字種選択キー表示

領域 5 3 の中央 に位置 しているもの とする）に触れない程度 （例 えば、かな

文字入力キ一表示領域 5 3 1 の直上 1 m m ) まで指先 6 0 を近づけると、か

な文字入力キ一表示領域 5 3 の左隣 りの表示領域 5 5 0 に 「あ」が表示 さ

れ、左斜め上側の表示領域 5 5 4 に 「い」が表示 され、上側の表示領域 5 5

8 に 「う」が表示 され、右斜め上側の表示領域 5 6 2 に 「え」が表示 され、

右隣 りの表示領域 5 6 6 に 「お」が表示 される。

[01 90] 「あ，し、， う，え，お」の各かな文字候補が表示 されている状態か ら、指

先 6 0 を上方 に遠 ざけると （例 えば、 1 m m上方へ遠 ざけると）、 「か， き

， く，け， こ」の各かな文字候補が表示 される。 さ らにこの位置か ら、指先

6 0 を上方 に遠 ざけると （例 えば、 1 m m上方へ遠 ざけると）、 「さ， し，

す，せ，そ」の各かな文字候補が表示 される。 その後、継続 して指先 6 0 を

上方 に遠 ざけて行 くと、表示 されるかな文字候補が順次変化 して行 く。 そ し

て、 「わ，ゐ， う，ゑ，を」の各かな文字候補が表示 された後、最後 に 「ん

，あ，し、， う，え」の各かな文字候補が表示 される （「ん」を除 く 「あ，い

， う，え」は再使用）。

[01 9 1 ] 「ん，あ，し、， う，え」の各かな文字候補が表示 されている状態か ら、指

先 6 0 を逆方向に移動 させると、すなわち指先 6 0 をかな文字入力キ一表示

領域 （所定の表示領域、第 1 の表示領域） 5 3 に近づけて行 くと、表示 さ

れるかな文字候補が逆方向に順次変化 して行 く。すなわち、先程 とは逆の順

で変化 して行 く。 このように して、指先 6 0 をかな文字入力キ一表示領域 （

所定の表示領域、第 1 の表示領域） 5 3 に対 して遠 ざけた り、近づけた り



することで、表示 されるかな文字候補が順次変化 し、所望のかな文字候補 を

選択することがで きる。

なお、指先 6 0 とかな文字入力キ一表示領域 5 3 1 との間の距離 は、 タツ

チパネル部 4 7 との間の距離であるが、表示部 4 5 との間の距離でも良い し

、筐体 4 1 との間の距離でも良い。

また、指先 6 0 の操作 に応 じて順次変化するかな文字候補の順番が変わる

ことはない。

また、 「ん，あ，し、， う，え」の各かな文字候補が表示 されるまで指先 6

0 を離 した後、 さ らに指先 6 0 を離 した場合、 「あ，し、， う，え，お」の各

かな文字候補 を再度表示するように、循環 させるように してもよい。但 し、

指先 6 0 を検 出可能な距離 まで となる。

[01 92] 所望のかな文字候補 を選択 した後、選択 したかな文字の表示領域 （第 2 の

表示領域）に触れることで （すなわち、 タツチすることで）、選択 したかな

文字候補が確定される。例 えば、 「お」を確定する場合、図 1 8 の （b ) に

示すように、 「お」が表示 されている表示領域 5 6 6 まで指先 6 0 を水平 に

移動 させた後、図 1 8 の （c ) に示すように、指先 6 0 を 「お」が表示 され

ている表示領域 5 6 6 に触れる （すなわち、 タツチする）。 これによ り、 「

お」が確定される。指先 6 0 がかな文字入力キー表示領域 5 3 1 か ら外れて

、選択 したかな文字候補が表示 されている表示領域 （第 2 の表示領域）に入

つた場合、選択 したかな文字候補が継続 して表示 され、 当該表示領域か ら指

先 6 0 までの距離 に変化があ っても （すなわち指先 を上下に変化 させても）

、かな文字候補の切 り換 えは行われない。

[01 93] なお、選択 したかな文字候補 を確定する場合、必ず しも指先 6 0 を表示領

域 （第 2 の表示領域）の全域 に当てる必要はな く、ある程度 当た っていれば

よい。

また、指先 6 0 の周囲にかな文字 を表示する表示領域 （第 2 の表示領域）

を、 5 文字 （例 えば、あ，し、， う，え，お）分 （5 個）設 けたが、 5 文字分

以上設 けても構わない。



また、上記 した平仮名表記の他 に、 片仮名表記や ローマ字表記でも勿論可

能である。

また、 口一マ数字や漢数字でも同様 に して表示 選択 確定を行 うことが

で きる。

さ らに、英語以外の言語でも、 その言語 において表示 選択 確定を行 う

ことがで きる。

[01 94] 次 に、本実施の形態 に係 る電子機器 4 0 における指検 出について説明する

図 1 9 は、文字入力時の指先 6 0 とタツチパネル部 4 7 との位置関係 を示

す図である。同図に示すように、指先 6 0 か らタツチパネル部 4 7 までの距

離 Z a が Z 0 と Z 1 の間にあれば、指先 6 0 が検 出される。 この場合、指先

6 0 のぶれを考慮 して、所定時間内における距離の平均値 と して算出する。

図 2 0 は、文字入力時の指先 6 0 とタツチパネル部 4 7 との間の距離の時間

的変化 を示す図である。同図に示すように、 Z 0 と Z 1 との間において、時

刻 t か ら時刻 t 2 までの間の距離の平均値 を算出する。 この距離の平均値

が Z O と Z の間にあれば、指先 6 0 を検 出する。

[01 95] 次 に、本実施の形態 に係 る電子機器 4 0 の文字入力処理 について説明する

図 2 は、本実施の形態 に係 る電子機器 4 0 の文字入力処理 を示すフロー

チヤ一 卜である。なお、本処理 は、主に機器制御部 4 6 とタツチパネル コン

卜ローラ 4 8 とで行われる。同図において、 タツチパネル コン トローラ 4 8

は、 タツチパネル部 4 7 が指 を検 出 したか どうか判定する （ステ ップ S 1

) 。指 を検 出 しない場合 （すなわち、 ステ ップ S 1 1 の判定で 「N o 」 と判

断 した場合）、指 を検 出するまで本判定を繰 り返す。 これに対 し、指 を検 出

した場合 （すなわち、 ステ ップ S 1 1 の判定で 「Y e s 」 と判断 した場合）

、検 出 した指の座標 （Χ ， Υ , Z ) を算 出する （ステ ップ S 1 ) 。 そ して

、算出 した座標 （Χ ， Υ , Z ) を座標信号 と して機器制御部 4 6 へ 出力する



[01 96] 機 器制御部 4 6 は、 タツチパネル コン トローラ 4 8 か ら出力された座標信

号の Z 座標 の信号値 を比較する。 こ こで は、 4 つの信号値の範囲で比較する

もの とする。第 1 の信号値の範囲は " Z a 0 < Z < Z a 1 " 、 第 2 の信号値

の範囲は " Z b 0 < Z < Z b 1 " 、 第 3 の信号値の範囲は " Z c 0 < Z < Z

c 1 " 、 第 4 の信号値の範囲は " Z d 0 < Z < Z d 1 " であ り、 また これ ら

の範囲の大小関係 は、第 1 の信号値の範囲< 第 2 の信号値の範囲< 第 3 の信

号値の範囲< 第 4 の信号値の範囲である。かな文字入力の場合、第 1 の信号

値の範囲は 「あ，し、， う，え，お」を選択する範囲であ り、第 2 の信号値の

範囲は 「か， き， く，け， こ」を選択する範囲であ り、第 3 の信号値の範囲

は 「さ， し，す，せ，そ」を選択する範囲であ り、第 4 の信号値の範囲は 「

た，ち，つ，て， と」を選択する範囲である。かな文字の場合、五十音ある

ので、残 りの文字 に対 して、 「わ行」に対する第 1 0 の信号値の範囲まで必

要 となる。但 し、 「ん」があるので、 「い， う，え，お」を再使用すれば、

第 1 1 の信号値の範囲を追加する必要がある。

[01 97] 機 器制御部 4 6 は、 タツチパネル コ ン トロー ラ 4 8 か ら出力された座標信

号の Z 座標 の信号値が第 1 の信号値の範囲 " Z a O < Z < Z a 1 " にあると

判断 した場合 （すなわち、 ステ ップ S 1 3 の判定で 「Y e s 」 と判断 した場

合）、 Z a の文字列の候補文字 （「あ，し、， う，え，お」）の うち、 「あ」

を、文字種選択キー表示領域 5 3 のかな文字入力キー表示領域 5 3 の左隣

りの表示領域 5 5 0 に表示 し、 「い」を、左斜め上側の表示領域 5 5 4 に表

示 し、 「う」を、上側の表示領域 5 5 8 に表示 し、 「え」を、右斜め上側の

表示領域 5 6 2 に表示 し、 「お」を、右隣 りの表示領域 5 6 6 に表示する （

ステ ップ S 1 7 ) 。

[01 98] —方、機器制御部 4 6 は、 タツチパネル コ ン トロー ラ 4 8 か ら出力された

座標信号の Z 座標 の信号値が第 2 の信号値の範囲 " Z b 0 < Z < Z b 1 " に

あると判断 した場合 （すなわち、 ステ ップ S 4 の判定で 「Y e s 」 と判断

した場合）、 Z b の文字列の候補文字 （「か， き， く，け， こ」）をかな文

字入力キ一表示領域 5 3 1 の周囲の各表示領域 5 5 0 ， 5 5 4 , 5 5 8 , 5



6 2 ， 5 6 6 に表示する （ステ ップS 2 1 ) 。

[01 99] また、機器制御部 4 6 は、 タツチパネル コン トローラ 4 8 か ら出力された

座標信号の Z 座標の信号値が第 3 の信号値の範囲 " Z c 0 < Z < Z c 1 " に

あると判断 した場合 （すなわち、ステ ップS 1 5 の判定で 「Y e s 」 と判断

した場合）、 Z c の文字列の候補文字 （「さ， し，す，せ，そ」）をかな文

字入力キ一表示領域 5 3 1 の周囲の各表示領域 5 5 0 ， 5 5 4 , 5 5 8 , 5

6 2 ， 5 6 6 に表示する （ステ ップS 2 5 ) 。

[0200] また、機器制御部 4 6 は、 タツチパネル コン トローラ 4 8 か ら出力された

座標信号の Z 座標の信号値が第 4 の信号値の範囲 " Z d 0 < Z < Z d 1 " に

あると判断 した場合 （すなわち、ステ ップS 1 6 の判定で 「Y e s 」 と判断

した場合）、 Z d の文字列の候補文字 （「た，ち，つ，て， と」）をかな文

字入力キ一表示領域 5 3 1 の周囲の各表示領域 5 5 0 ， 5 5 4 , 5 5 8 , 5

6 2 ， 5 6 6 に表示する （ステ ップS 2 9 ) 。

[0201 ] 機器制御部 4 6 が Z a の文字列の候補文字を表示 した後、 タツチパネル コ

ン 卜ローラ 4 8 が、指の座標 （X ， Y ) を再度算出する （ステ ップS 1 8 )

。 この処理は、 Z a の文字列の候補文字のうち、 どの文字候補 を選択 したか

を判定するために行われる。指の座標 （X ， Y ) を再度算出 した後、候補文

字座標 とのずれの絶対値 I ( X ， Y ) - ( X a , Y a ) | が予め設定 した検

出閾値未満かどうか、すなわち、候補文字座標 とのずれの絶対値 I ( X ， Y

) - ( X a , Y a ) I < 検 出閾値かどうか判定する （ステ ップS 1 9 ) 。 こ

の判定において、候補文字座標 とのずれの絶対値 I ( X ， Y ) - ( X a , Y

a ) I が検出閾値未満の場合、候補座標 （X a ， Y a ) を選択する （ステ ツ

プS 2 0 ) 。例 えば、図 1 8 の （b ) に示すように、指先 6 0 が 「お」の文

字の位置又は隣接する位置にあるとすると、当該位置を候補座標 （X a ， Y

a ) と して選択する。 このとき、 （X ， Y ) は、第 2 の表示領域 5 6 6 の座

標である。候補文字座標 とのずれの絶対値 I ( X ， Y ) - ( X a , Y a ) |

が検 出閾値以上の場合は、ステ ップS 2 3 に進む。

[0202] —方、 タツチパネル コン トローラ 4 8 が、指の座標 （X ， Y ) を再度算出



した場合 （ステップS 2 2 ) 、機器制御部 4 6 は、候補文字座標とのずれの

絶対値 I ( X ，Y ) - ( X b , Y b ) I が検出閾値未満かどうか、すなわち

、候補文字座標とのずれの絶対値 I ( X ，Y ) - ( X b , Y b ) | < 検出閾

値かどうか判定する （ステップS 2 3 ) 。この判定において、候補文字座標

とのずれの絶対値 I ( X ，Y ) - ( X b , Y b ) I が検出閾値未満の場合、

候補座標 （X b ，Y b ) を選択する （ステップS 2 4 ) 。候補文字座標との

ずれの絶対値 I ( X ，Y ) - ( X b, Y b) I が検出閾値以上の場合は、ス

テツプS 2 7 に進む。

[0203] また、タツチパネルコン トローラ4 8 が、指の座標 （X ，Y ) を再度算出

した場合 （ステップS 2 6 ) 、機器制御部 4 6 は、候補文字座標とのずれの

絶対値 I ( X ，Y ) - ( X c , Y c ) I が検出閾値未満かどうか、すなわち

、候補文字座標とのずれの絶対値 I ( X ，Y ) - ( X c , Y c ) | < 検出閾

値かどうか判定する （ステップS 2 7 ) 。この判定において、候補文字座標

とのずれの絶対値 I ( X ，Y ) - ( X c , Y c ) I が検出閾値未満の場合、

候補座標 （X c ，Y c ) を選択する （ステップS 2 8 ) 。候補文字座標との

ずれの絶対値 I ( X ，Y ) - ( X c , Y c ) I が検出閾値以上の場合は、ス

テツプS 3 に進む。

[0204] また、タツチパネルコン トローラ4 8 が、指の座標 （X ，Y ) を再度算出

した場合 （ステップS 3 0 ) 、機器制御部 4 6 は、候補文字座標とのずれの

絶対値 I ( X ，Y ) - ( X d , Y d ) I が検出閾値未満かどうか、すなわち

、候補文字座標とのずれの絶対値 I ( X ，Y ) - ( X d , Y d ) | < 検出閾

値かどうか判定する （ステップS 3 1 ) 。この判定において、候補文字座標

とのずれの絶対値 I ( X ，Y ) - ( X d , Y d ) I が検出閾値未満の場合、

候補座標 （X d ，Y d ) を選択する （ステップS 3 2 ) 。候補文字座標との

ずれの絶対値 I ( X ，Y ) - ( X d , Y d ) I が検出閾値以上の場合は、ス

テツプS に戻る。

[0205] 機器制御部 4 6 は、候補座標 （X a ，Y a ) 、候補座標 （X b ，Y b ) 、

候補座標 （X c ，Y c ) 及び候補座標 （X d ，Y d ) のうちいずれか 1 つを



選択 した後、選択 した候補座標 が タ ツチ されたか どうか判定 し （ステ ップ S

3 3 ) 、 当該候補座標 が タ ツチ されな けれ ば、 ステ ップ S 1 1 に戻 り、 当該

候補座標 が タ ツチ された場合、 当該候補座標 の文字 を確 定す る （ステ ップ S

3 4 ) 。 文字 を確 定 した後、本処理 を終 える。

[0206] この よ うに本実施 の形態 に係 る電子機 器 4 0 によれ ば、指先 6 0 が タ ツチ

パ ネル部 4 7 に接 していない場合 に、指先 6 0 と文字種選択 キ一表示領域 5

3 の所定の表示領域 （第 1 の表示領域、例 えば英字入力 キー表示領域 5 3 3

) との距離 を検 出 し、指先 6 0 と文字種選択 キー表示領域 5 3 の所定の表示

領域 との間の距離 が大 き くな るに応 じて、複数種類 の文字候補 を所定順番 で

切 り換 えて表示 し、指先 6 0 と文字種選択 キー表示領域 5 3 の所定の表示領

域 との間の距離 が小 さ くな るに応 じて、複数種類 の文字候補 を、 当該距離 が

大 き くな る ときの所定順番 と逆 の順番 で切 り換 えて表示 し、 文字 を切 り換 え

て表示 した後 に、指先 6 0 の座標 が文字種選択 キー表示領域 5 3 の所定の表

示領域 か ら外れた場合、切 り換 えて表示 された文字 を選択 す る動作 を行 うの

で、指先 6 0 をタ ツチパ ネル部 4 7 の文字種選択 キ一表示領域 5 3 の所定の

表示領域 に近 づ けた り、離 した り、所定の領域 か ら外 して第 2 の表示領域 に

移動 させ る とい った、簡単 な操作 で所望 の文字 を選択 す る ことがで き、 文字

選択 における操作性 の改善 が図れ る。

[0207] な お、本実施 の形態 に係 る電子機 器 4 0 は、 スマー トフォンと呼 ばれ る携

帯無線機 であ つたが、 この種 の電子機 器 に限定 され るものではな く、例 えば

A T M (Automated Te LLer Mach i ne) 等 の据 え置 き型 の電子機 器 であ って も

良い。

[0208] また、本実施 の形態 に係 る電子機 器 4 0 で は、 図 2 1 の フローチ ヤ一 卜で

示 す処理 を記述 した プログラム を R 0 M に持 たせたが、 当該 プログラム を、

磁 気デ ィス ク、光デ ィス ク、光磁 気デ ィス ク、 フラ ッシ ュメモ リ等 の記憶媒

体 に格納 して配布 した り、 イ ンタ一ネ ッ ト等 のネ ッ トワー ク上 のサーバ （図

示略） に保存 す るよ うに して、 電気通信 回線 を利用 して ダウンロー ドで きる

よ うに した りす る ことも可能 であ る。



[0209] (実施 の形態 3 )

図 2 2 は、本発明の実施 の形態 3 に係 る電子機器の概 略構成 を示す プロッ

ク図である。 なお、本実施 の形態 に係 る電子機器 7 0 は、前述 した実施 の形

態 1 に係 る電子機器 1 及び実施 の形態 2 に係 る電子機器 4 0 と同様 のスマ一

卜フ ォ ン と呼ばれ る携帯無線機 であ り、概観 は これ らと同様 であることか ら

概観 図を省略 し、説明上必要な場合 に図 1 を援用することとする。

[021 0] 図 2 2 において、本実施 の形態 に係 る電子機器 7 0 は、 タ ツチパ ネル モジ

ユール 7 3 と、表示部 7 5 と、機器制御部 7 6 と、振動 フ ィー ドバ ック素子

9 0 と、 ス ピーカ 9 1 とを備 える。 タ ツチパ ネル モジュール 7 3 は、 タ ツチ

パ ネル部 7 7 と、 その間で送信信号 と受信信号の授受 を行 うタ ツチパ ネル コ

ン 卜ローラ 7 8 とか ら構成 され る。表示部 7 5 は、 L C D 、有機 E L 又 は電

子ペ ー パ ー を有 し、電子機器 7 0 を操作するための表示や画像等の表示 を行

う。機器制御部 7 6 は、前述 した実施 の形態 1 に係 る電子機器 1 の機器制御

部 9 と同様 の処理 （すなわちタ ツチパ ネル コン 卜ローラ 7 8 との間で座標信

号の授受 を行 い、 また表示部 7 5 に表示信号 を与 える） を行 い、 さ らに、 こ

の基本的な処理 の他 に、 ユーザが電子機器 7 0 の操作 を行 った ことをユーザ

に認識 させ るための表示、振動及び放音 を行 うための処理 も行 う。機器制御

部 7 6 は、 この新 たな処理 を実現 する手段 と して、把持判定部 8 0 、 フィ一

ドバ ック切替部 8 及び視覚 / 聴覚 フィー ドバ ック部 8 2 を備 えている。

[021 1 なお、 タ ツチパ ネル部 7 7 はセ ンサ一に対応する。 また、振動 フィー ドバ

ック素子 9 0 は振動部 に対応する。 また、表示部 7 5 及び視覚 / 聴覚 フィ一

ドバ ック部 8 2 は表示器 を構成 する。 また、 ス ピーカ 9 1 及び視覚 / 聴覚 フ

イー ドバ ック部 8 2 は放音部 を構成 する。 また、機器制御部 7 6 とタ ツチパ

ネル コン トローラ 7 8 は、 C P U 、 R O M 、 R A M 及びイ ンタフェース回路

で構成 され る。該 R O M には C P U を制御 するための プログラムが記憶 され

てお り、該 R A M は C P U の動作 において使用 され る。

[021 2] 把持判定部 8 0 は、 タ ツチパ ネル モジュール 7 3 による近接検知 によ り得

られ る座標信号 を基 に、電子機器 7 0 がユーザ に把持 されているか どうかを



判定する。 この場合、ユーザが電子機器 7 0 を把持することで、 タツチパネ

ル コ ン トローラ 7 8 か ら、 タツチパネル部 7 7 の周縁部の座標信号が出力さ

れる。把持判定部 8 0 は、 この座標信号 を受信することで、電子機器 7 0 が

ユーザに把持 されていると判定する。把持判定部 8 0 は、電子機器 7 0 がュ

—ザに把持 されていると判定 した場合で、 タツチパネル部 7 7 において接触

が検知 された場合、振動 フィ一 ドバ ック素子 9 0 を使用するための切替信号

をフィー ドバ ック切替部 8 1 に出力する。 また、把持判定部 8 0 は、電子機

器 7 0 がユーザに把持 されていないと判定 した場合で、 タツチパネル部 7 7

において接触が検知 された場合は、表示部 7 5 及びス ピーカ 9 を使用する

ための切替信号 をフィー ドバ ック切替部 8 1 に出力する。 ここで、 タツチパ

ネル部 7 7 における接触 とは、 タツチパネル上のアイコン等 を選択するとき

に行われる接触の ことである。

[021 3] このように、把持判定部 8 0 は、電子機器 7 0 がユーザに把持 されている

場合、振動 フィー ドバ ック素子 9 0 を選択 し、 その状態でタツチパネル上の

アイコン等が選択 された場合 に、振動 フィー ドバ ック素子 9 0 を起動する。

また、把持判定部 8 0 は、電子機器 7 0 がユーザに把持 されていない場合、

表示部 7 5 及びス ピーカ 9 を選択 し、 その状態で、 タツチパネル上のアイ

コン等が選択 された場合 に、表示部 7 5 に所定の表示 を行わせるとともに、

ス ピーカ 9 か ら所定の音 を放音 させる。

[0214] フィー ドバ ック切替部 8 1 は、振動 フィー ドバ ック素子 9 0 を使用するた

めの切替信号 を入力 した場合、振動 フィー ドバ ック素子 9 0 を動作 させる制

御信号 を所定時間継続 して出力する。 また、 フィー ドバ ック切替部 8 1 は、

表示部 7 5 及びス ピーカ 9 を使用するための切替信号 を入力 した場合、該

切替信号 を視覚 / 聴覚 フィー ドバ ック部 8 2 に出力する。振動 フィー ドバ ッ

ク素子 9 0 は、例 えばバイブ レータ、 ピエゾァクチユエ一タ、振動 ァクチュ

ェ一タであ り、 フィー ドバ ック切替部 8 か ら制御信号が出力されている間

、振動する。視覚 / 聴覚 フィー ドバ ック部 8 2 は、 フィー ドバ ック切替部 8

1 か ら出力された切替信号 を入力 した場合、表示部 7 5 に対 し、所定の表示



をさせ るための表示信号 を所定時間継続 して出力す る とともに、 ス ピー カ 9

に対 し、所定の音 を出すための音声信号 を所定時間継続 して出力す る。

[021 5] この よ うに、 ユーザが電子機 器 7 0 を把持 し、 タ ツチパ ネル部 7 7 に接触

した場合、振動 フ ィー ドバ ック素子 9 0 が振動 す る。 この振動 によ り、 ュ 一

ザ は操作 した ことを認識 す る ことがで きる。 図 2 3 は、 ュ 一 ザが電子機 器 7

0 を手 で持 って操作 している ときの様 子 を示 す図であ る。 同図 に示 す よ うに

、 アイ コン 7 0 1 に触 れ る ことで振動 が発生す る。

[021 6] —方、 電子機 器 7 0 を机等 に置 いた状態 で、 タ ツチパ ネル部 7 7 に接触 し

た場合、振動 フ ィー ドバ ック素子 9 0 は振動せず、表示部 7 5 に所定の表示

が行われ る とともに、 ス ピー カ 9 か ら所定の音 が放音 され る。所定の表示

及び所定の音 の放音 によ り、 ユーザ は、 電子機 器 7 0 を机等 に置 いての操作

と認識 す る ことがで きる。 図 2 4 は、 電子機 器 7 0 を机 1 1 0 に置 いて操作

している ときの様 子 を示 す図であ る。 同図 に示 す よ うに、 アイ コン 7 0 1 に

タ ツチす る ことで、表示部 7 5 に所定の表示 7 0 2 が表示 され る とともに、

ス ピー カ 9 か ら所定の音 （ピッピッ ) が放音 され る。

[021 7] 図 2 5 は、本実施 の形態 に係 る電子機 器 7 0 における振動 フ ィー ドバ ック

素子 9 0 の配置例 を示 す断面 図であ る。 なお、 同図 に示 す断面 図は、 図 3 に

示 す実施 の形態 1 の電子機 器 1 の タ ツチパ ネル ュニ ッ 卜7 の断面 図 と同様 に

、 タ ツチパ ネル ユニ ッ ト7 9 の 中央部分 の断面 を示 している。 タ ツチパ ネル

ユニ ッ ト7 9 の タ ツチパ ネル部 7 7 は、 受信 セ ンサ一パ ネル 7 7 _ 1 と、送

信 セ ンサ一パ ネル 7 7 - 2 とか ら構成 され る。 受信 セ ンサ一パ ネル 7 7 -

の直上 にはガラス材 か らな るカバ 一パ ネル 2 0 が配置 され、送信 セ ンサ一パ

ネル 7 7 _ 2 の直下 には表示部 7 5 が配置 され る。 また、表示部 7 5 の直下

にはバ ックライ 卜部 2 が配置 され、バ ックライ 卜部 2 の直下 には電池部

2 が配置 され る。振動 フ ィ一 ドバ ック素子 9 0 と してのバ イ ブ レー タ 9 0

a (又 は振動 ァクチ ユ エ 一 タ 9 0 b ) は、 電池部 2 2 に隣接 して配置 され、

ピエ ゾァクチ ユ エ 一 タ 9 0 c は カバ 一パ ネル 2 0 の周縁部 の直下 に配置 され

る。 これ らの各部材 は、筐体 7 1 に収容 されている。 なお、バ イ ブ レー タ 9



0 a (振動 ァクチ ユエ一タ 9 0 b ) 及び ピエ ゾァクチ ユエ一タ 9 0 c の配置

はあ くまでも一例 である。 また、バ イブ レータ 9 0 a 、振動 ァクチ ユエ一タ

9 0 b 及び ピエ ゾァクチ ユエ一タ 9 0 c の全てを配置 しても良い し、 いずれ

か 1 つを配置 しても良い。

[021 8] 図 2 6 は、本実施 の形態 に係 る電子機器 7 0 の操作通知処理 を示す フロー

チ ヤ一 卜である。 同図において、把持判定部 8 0 は、 タ ツチパ ネル モジュ一

ル 7 3 による近接検知 による把持判定 を行 い （ステ ップ S 4 1 ) 、 ユーザが

電子機器 7 0 を把持 しているか どうか判定する （ステ ップ S 4 2 ) 。 この判

定 において、 ユーザが電子機器 7 0 を把持 していると判断 した場合 （すなわ

ち、 ステ ップ S 4 2 の判定で 「Y E S 」 と判断 した場合）、振動 フィー ドバ

ック素子 9 0 を選択する （ステ ップ S 4 3 ) 。 そ して、 タ ツチパ ネル上のァ

イコン等が選択 された ときに、把持判定部 8 0 は、 フィー ドバ ック切替部 8

に対 して、振動 フィー ドバ ック素子 9 0 を使用するための切替信号 を出力

し、振動 フィー ドバ ック素子 9 0 を起動 させ る （ステ ップ S 4 4 ) 。

[021 9] —方、把持判定部 8 0 は、 ステ ップ S 4 2 の判定 において、 ユーザが電子

機器 7 0 を把持 していない と判断 した場合 （すなわち、 ステ ップ S 4 2 の判

定で 「N O 」 と判断 した場合）、表示部 7 5 及びス ピーカ 9 1 を選択する （

ステ ップ S 4 5 ) 。 そ して、 タ ツチパ ネル上のアイコン等が選択 された とき

に、把持判定部 8 0 は、 フィー ドバ ック切替部 8 1 に対 して、表示部 7 5 及

びス ピーカ 9 を使用するための切替信号 を出力 し、表示部 7 5 に所定の表

示 を行わせ るとともに、 ス ピーカ 9 1 か ら所定の音 を放音 させ る （ステ ップ

S 4 6 ) 0

[0220] このように本実施 の形態 に係 る電子機器 7 0 によれば、 ユーザが電子機器

7 0 を把持 し、 タ ツチパ ネル部 7 7 に接触 した場合、振動 フィー ドバ ック素

子 9 0 を振動 させ、電子機器 7 0 を机等 に置 いた状態で、 タ ツチパ ネル部 7

7 に接触 した場合、振動 フィー ドバ ック素子 9 0 を振動 させず、表示部 7 5

に所定の表示 を行わせ るとともに、 ス ピーカ 9 か ら所定の音 を放音 させ る

ので、 ユーザは、電子機器 7 0 を手 で持 って操作 した ことを認識 で きるとと



もに、机等に置いての操作も認識することができる。特 に、振動、表示及び

放音を所定時間継続 して行 うので、確実に認識 させることができる。

[0221 ] なお、本実施の形態に係 る電子機器 7 0 では、机等に置いて操作 した場合

に、所定の表示 と所定の音の放音の両方を行 うように したが、いずれか一方

のみでも構わない。 また、振動、表示及び放音を所定時間継続 して行 うよう

に したが、必ず しも所定時間継続 して行 う必要はない。但 し、所定時間継続

して行 うようにすることで認識率が向上することは言 うまでもない。 また、

継続する時間も、振動、表示及び放音の全てにおいて同 じ時間であっても良

い し、それぞれ異なっていても良い。特 に、表示時間を長 くすることで視認

性が向上する。

[0222] また、本実施の形態に係 る電子機器 7 0 では、図 2 6 のフローチヤ一 卜で

示す処理 を記述 したプログラムを R 0 M に持たせたが、当該 プログラムを、

磁気デ ィスク、光デ ィスク、光磁気デ ィスク、 フラッシュメモ リ等の記憶媒

体に格納 して配布 した り、インタ一ネッ ト等のネッ トワーク上のサーバ （図

示略）に保存するように して、電気通信回線 を利用 してダウンロー ドできる

ように した りすることも可能である。

[0223] (実施の形態 4 )

図 2 7 は、本発明の実施の形態 4 に係 る電子機器の概略構成 を示すプロッ

ク図である。なお、本実施の形態に係 る電子機器 1 5 0 は、前述 した実施の

形態 1 に係 る電子機器 1 、実施の形態 2 に係 る電子機器 4 0 及び実施の形態

3 に係 る電子機器 7 0 のそれぞれ と同様のスマー トフォンと呼ばれる携帯無

線機であ り、概観はこれ らと同様であることか ら概観図を省略 し、説明上必

要な場合に図 1 を援用することとする。

[0224] 図 2 7 において、本実施の形態に係 る電子機器 1 5 0 は、 タツチパネルモ

ジュール 7 3 と、表示部 7 5 と、機器制御部 1 5 1 と、 シール ドグラ ン ド1

5 2 ， 1 5 3 と、可変抵抗器 1 5 4 ， 5 5 とを備える。 タツチパネルモジ

ユール 7 3 は、 タツチパネル部 （タツチパネル） 7 7 と、その間で送信信号

と受信信号の授受を行 うタツチパネル コン 卜ローラ 7 8 とか ら構成 される。



表示部 （表示器） 7 5 は、 L C D、有機 E L 又は電子ぺ一パ一を有 し、電子

機器 1 5 0 を操作するための表示や画像等の表示を行う。

[0225] 機器制御部 1 5 は、前述 した実施の形態 1 に係る電子機器 1 の機器制御

部 9 と同様の処理 （すなわちタツチパネルコン 卜ローラ 7 8 との間で座標信

号の授受を行い、また表示部 7 5 に表示信号を与える）を行い、さらに、こ

の基本的な処理の他に、ホバ一操作時の持ち手による誤動作をシール ドグラ

ン ド1 5 2 ， 5 3 のインピーダンスを可変することで抑制する処理を行う

。機器制御部 1 5 は、これらの処理を実行する手段として、タツチパネル

コン トローラ 7 8 との間で座標信号の授受を行い、座標処理を行う座標処理

部 1 6 0 と、表示部 7 5 に表示信号を与える表示処理部 1 6 と、ュ一ザの

電子機器 1 5 0 に対する持ち手を検出して可変抵抗器 1 5 4 ， 5 5 の抵抗

値を切 り替える持ち手検出部 1 6 2 とを備えている。

[0226] シール ドグラン ド1 5 2 ， 1 5 3 は、タツチパネル部 7 7 の対向する2 辺

に設けられる。図 2 8 は、シール ドグラン ド1 5 2 ， 5 3 の取り付け位置

と、シール ドグラン ド1 5 2 ， 1 5 3 と可変抵抗器 1 5 4 ， 1 5 5 との接続

を示す斜視図である。同図において、シール ドグラン ド1 5 2 ， 5 3 は、

タツチパネルュニッ卜7 9 の対向する2 辺 1 7 0 ， 1 7 1 に設けられる。す

なわち、長方形に形成されたタツチパネルュニッ卜7 9 の長手方向の 2 辺の

—方 （第 1 の辺） 1 7 0 にシール ドグラン ド （第 1 の導電性部材） 1 5 2 が

設けられ、 2 辺の他方 （第 2 の辺） 1 7 にシール ドグラン ド （第 2 の導電

性部材） 1 5 3 が設けられる。

[0227] シール ドグラン ド1 5 2 には可変抵抗器 （第 1 の可変抵抗器） 1 5 4 の一

端が接続され、シール ドグラン ド1 5 3 には可変抵抗器 （第 2 の可変抵抗器

) 5 5 の一端が接続される。可変抵抗器 1 5 4 ， 5 5 の各他端が所定の

電位に電気的に接続される。本実施の形態では、所定の電位を回路基板 1 7

5 上のグラン ドパターンにおける電位 （接地電位）としている。可変抵抗器

5 4 , 5 5 の各他端をタツチパネルコン トローラ 7 8 と同 じグラン ドに

接地することで、動作の安定化が図れる。



[0228] 図 2 9 は、筐体 2 においてシール ドグラン ド1 5 3 が配置された部分の断

面を示す図である。同図において、シール ドグラン ド1 5 3 は、その断面が

表示部 7 5 及びタツチパネル部 7 7 の周縁部 を上下で挟む形状 となっている

。シール ドグラン ド1 5 3 は、人の指が直接触れることがないように筐体 2

の内側 に配置される。シール ドグラン ド1 5 2 もシール ドグラン ド1 5 3 と

同様 にその断面が表示部 7 5 及びタツチパネル部 7 7 の周縁部 を上下で挟む

形状 となってお り、筐体 2 の内側 に配置される。

[0229] タツチパネル部 7 7 にシール ドグラン ド1 5 2 ， 1 5 3 を設けることで、

これ らを設けた部分及びその周辺をそれぞれシール ドすることができる。そ

して、シール ドグラン ド1 5 2 ， 1 5 3 を設けたそれぞれの部分及びそれぞ

れの部分の周辺におけるシール ドの度合いは、可変抵抗器 1 5 4 ， 5 5 の

抵抗値で変化する。可変抵抗器 1 5 4 ， 5 5 それぞれの抵抗値 を小さ くす

るに従い、シール ドの度合いが大 きくな り、シール ドグラン ド1 5 2 ， 1 5

3 を設けたそれぞれの部分及びそれぞれの部分の周辺における感度が小さ く

なる。 これにより、 タツチパネル部 7 7 のシール ドグラン ド1 5 2 ， 1 5 3

を設けた部分を手で把持 した際に、可変抵抗器 1 5 4 ， 5 5 それぞれの抵

抗値 を小さ くすることで、持ち手 による影響 を抑制することが可能 となる。

[0230] なお、図 2 9 において、表示部 7 5 の直下にはタツチパネル コン トローラ

7 8 が配置される。 タツチパネル部 7 7 は、近接 タツチパネルセンサ一 7 7

1 と、 カバ一ガラス 7 7 2 と、粘着剤 7 7 3 と、飛散防止フイルム 7 7 4 と

か ら構成 される。

機器制御部 1 5 1 とタツチパネル コン トローラ 7 8 は、 C P U、 R O M、

R A M 及びィンタフエース回路で構成 される。該 R O M にはC P U を制御す

るためのプログラムが記憶 されてお り、該 R A M はC P U の動作において使

用される。

[0231 ] 図 2 7 に戻 り、持ち手検出部 1 6 2 は、 タツチパネルモジュール 7 3 によ

る近接検知によって得 られる座標信号を基に、電子機器 1 5 0 がュ一ザに把

持されているかどうかを判定する。 この場合、ユーザが電子機器 1 5 0 を把



持することで、タツチパネルコン 卜ローラ 7 8 からタツチパネル部 7 7 の周

縁部の座標信号が出力され、持ち手検出部 1 6 2 はこの座標信号を受信する

ことで電子機器 1 5 0 がユーザに把持されていると判定する。

[0232] 図 3 0 は、持ち手状態の検出方法の一例を示す図である。同図において、

持ち手状態の検出は、タツチパネルモジュール 7 3 による近接検知の他に、

加速度センサ一を使用することでも検出可能である。タツチパネルモジュ一

ル 7 3 による近接検知は、容量変化に基づいており、指の接触による容量変

化が左右均一の場合を両手操作と判定 し、左側の容量が右側の容量より大き

い場合を左手操作と判定 し、右側の容量が左側の容量より大きい場合を右手

操作と判定 し、左右の容量変化が無い場合を据え置きと判定する。

[0233] 持ち手検出部 1 6 2 は、電子機器 1 5 0 がユーザに把持されていると判定

した場合、可変抵抗器 1 5 4 ， 1 5 5 の抵抗値の設定を行う。図 3 1 は、電

子機器 1 5 0 の手持ち状態 （すなわち把持状態）と可変抵抗器 1 5 4 ， 1 5

5 の抵抗値の一例を示す図である。同図において、両手操作の場合、可変抵

抗器 1 5 4 ， 5 5 はそれぞれ 1 Μ Ω に設定される。左手操作の場合は、可

変抵抗器 1 5 4 が 0 Ω に、可変抵抗器 1 5 5 が 1 Μ Ω にそれぞれ設定される

。右手操作の場合は、可変抵抗器 1 5 4 が 1 Μ Ω に、可変抵抗器 1 5 5 が 0

Ω にそれぞれ設定される。据え置きの場合 （電子機器 1 5 0 を把持せず、机

等に置いた場合）は、可変抵抗器 1 5 4 ， 5 5 それぞれがハイインピ一ダ

ンスに設定される。

[0234] 可変抵抗器 1 5 4 ， 1 5 5 の抵抗値を小さくすると、シール ドグラン ド1

5 2 ， 1 5 3 がダラン ドレベルに近 くなり、シール ド効果が大きくなつてタ

ツチパネル部 7 7 の反応が鈍 くなる。すなわち、可変抵抗器 1 5 4 ， 1 5 5

の抵抗値を小さくすると、シール ドグラン ド1 5 2 ， 1 5 3 によるシール ド

効果が大きくなつて、ホバ一距離 （タツチパネル部 7 7 と指との間の距離）

が短 くなる。

[0235] 左手操作の場合、左親指がタツチパネル部 7 7 に影響を与えることから、

左側の可変抵抗器 1 5 4 の抵抗値を小さくして （例えば、 0 Ω ) 、タツチパ



ネル部 7 7 の左側部分のホバ一距離を抑える。つまり、タツチパネル部 7 7

の左側部分の反応を鈍 くする。右側の可変抵抗器 1 5 5 については、抵抗値

を中程度 （例えば、 1 Μ Ω ) に して、左親指先端部による操作をある程度で

きるようにする。右手操作の場合、右親指がタツチパネル部 7 7 に影響を与

えることから、右側の可変抵抗器 1 5 5 の抵抗値を小さくして （例えば、 0

Ω ) 、タツチパネル部 7 7 の右側部分のホバ一距離を抑える。つまり、タツ

チパネル部 7 7 の右側部分の反応を鈍 くする。左側の可変抵抗器 1 5 4 につ

いては、抵抗値を中程度 （例えば、 1 Μ Ω ) に して、右親指先端部による操

作をある程度操作できるようにする。両手操作の場合、左右両側の可変抵抗

器 1 5 4 ， 5 5 の抵抗値をそれぞれ中程度 （例えば、 1 Μ Ω ) に して、電

子機器 1 5 0 を把持することによる影響を抑制する。据え置きの場合、電子

機器 1 5 0 を把持する指の影響を受けないことから、左右両側の可変抵抗器

5 4 , 1 5 5 の抵抗値をそれぞれハイインピーダンスにして、シール ドグ

ラン ド1 5 2 ， 5 3 及びそれらの周辺のホバ一距離を向上させる。

[0236] 持ち手の様々な形態における可変抵抗器 1 5 4 ， 1 5 5 の抵抗値は、以下

のように設定すると良い。

( 1 ) 所定の操作状態では、可変抵抗器 1 5 4 の抵抗値を第 1 の抵抗値に設

定 し、可変抵抗器 1 5 5 の抵抗値を第 1 の抵抗値より大きい第 2 の抵抗値に

設定する。

右手で電子機器 1 5 0 を把持 し、右手の親指等でタツチパネル部 7 7 を操

作する操作状態、又は、左手で電子機器 1 5 0 を把持 し、左手の親指等でタ

ツチパネル部 7 7 を操作する操作状態である。第 1 の抵抗値は 「小」で、 0

Ω でも良い。第 2 の抵抗値は 「中」で、例えば 1 Μ Ω である。

[0237] ( 2 ) 所定の操作状態を第 1 の操作状態とし、第 2 の操作状態では、可変抵

抗器 1 5 4 の抵抗値を第 2 の抵抗値に設定 し、可変抵抗器 1 5 5 の抵抗値を

第 1 の抵抗値に設定する。

操作状態が、第 1 の操作状態と第 2 の操作状態で切 り替わるに応 じて、可

変抵抗器 1 5 4 と可変抵抗器 1 5 5 の抵抗値が変わるので、第 1，第 2 のい



ずれの操作状態であつてもタツチパネル部 7 7 への影響 を抑制することがで

きる。なお、可変抵抗器 1 5 4 の抵抗値 を第 2 の抵抗値 に設定する際に、第

2 の抵抗値か ら少 しずれても良い。 また、可変抵抗器 1 5 5 の抵抗値 を第 1

の抵抗値 に設定する際に、第 1 の抵抗値か ら少 しずれても良い。

[0238] ( 3 ) 所定の操作状態を第 1 の操作状態 と し、第 2 の操作状態では、可変抵

抗器 1 5 4 の抵抗値 を第 3 の抵抗値 に設定 し、可変抵抗器 1 5 5 の抵抗値 を

第 3 の抵抗値 より小さい第 4 の抵抗値 に設定する。

第 3 の抵抗値は 「中」で例えば 1 . 1 Μ Ω である。なお、第 2 の抵抗値 と

第 3 の抵抗値は実質的に同 じ抵抗値であっても良い。 また、第 4 の抵抗値は

「小」で例えば 0 . 1 Μ Ω である。なお、第 1 の抵抗値 と第 4 の抵抗値は実

施的に同 じ抵抗値であっても良い。

[0239] ( 4 ) 所定の操作状態を第 1 の操作状態 と し、第 3 の操作状態では、可変抵

抗器 1 5 4 の抵抗値及び可変抵抗器 1 5 5 の抵抗値 を第 2 の抵抗値 に設定す

る。

右手で電子機器 1 5 0 を把持 し、左手でタツチパネル部 7 7 を操作する操

作状態又はその逆である。

[0240] ( 5 ) ( 4 ) のバ リエーシ ョンで、所定の操作状態を第 1 の操作状態 と し、

第 3 の操作状態では、可変抵抗器 1 5 4 の抵抗値 を第 5 の抵抗値 に設定 し、

可変抵抗器 1 5 5 の抵抗値 を、第 5 の抵抗値の所定の倍率である第 6 の抵抗

値 に設定する。

第 5 の抵抗値は例えば 0 . 9 M Ω、第 6 の抵抗値は例えば 0 . 9 8 Μ Ω で

、実質的には第 2 の抵抗値 と同 じである。僅かに異なる場合を想定 してお り

、当然、第 5 の抵抗値 と、第 6 の抵抗値は、それぞれ、第 1 の抵抗値 よりは

大 きい。所定の倍率は、例えば 0 . 5 倍か ら2 倍の間の倍率である。

[0241 ] ( 6 ) 第 4 の操作状態では、可変抵抗器 1 5 4 の抵抗値 を、少な くとも第 2

の抵抗値 より大 きい第 7 の抵抗値 に設定 し、可変抵抗器 1 5 5 の抵抗値 を第

7 の抵抗値 に設定する。

据え置 き状態であ り、第 7 の抵抗値は 「大」のハイインピーダンス （遮断



) も含む。

上記の第 2 の抵抗値、第 3 の抵抗値、第4 の抵抗値、第 5 の抵抗値、第 6

の抵抗値及び第 7 の抵抗値の大小関係は、第 2 の抵抗値< 第 7 の抵抗値、第

3 の抵抗値< 第 7 の抵抗値、第4 の抵抗値< 第 7 の抵抗値、第 5 の抵抗値<

第 7 の抵抗値、かつ第 6 の抵抗値< 第 7 の抵抗値である。

第 7 の抵抗値から少 しずれても、ハイインピーダンスと見なせる程、イン

ピ一ダンスが高ければ良い。

[0242] ( 7 ) 第 4 の操作状態では、可変抵抗器 1 5 4 の抵抗値を、少なくとも第 2

の抵抗値より大きい第 7 の抵抗値に設定 し、可変抵抗器 1 5 5 の抵抗値を、

少なくとも第 2 の抵抗値より大きい第 8 の抵抗値に設定する。

第 7 ，第 8 の抵抗値は 「大」で例えば 1 O G である。第 2 の抵抗値、第

3 の抵抗値、第4 の抵抗値、第 5 の抵抗値、第 6 の抵抗値、第 8 の抵抗値の

大小関係は、第 2 の抵抗値< 第 8 の抵抗値、第 3 の抵抗値< 第 8 の抵抗値、

第4 の抵抗値< 第 8 の抵抗値、第 5 の抵抗値< 第 8 の抵抗値、かつ第 6 の抵

抗値< 第 8 の抵抗値である。

[0243] 次に、本実施の形態に係る電子機器 1 5 0 の動作を説明する。

図 3 2 は、本実施の形態に係る電子機器 1 5 0 の持ち手検出処理を示すフ

口一チヤ一 卜である。本処理は電子機器 1 5 0 の表示がオン状態になってい

る間に行われる。具体的には、電源オンして表示オンとなったときから省電

力モー ドが動作 して表示オフとなるまでの間に行われる。表示のオン オフ

の制御は表示処理部 1 6 1 が行うものとする。

[0244] 図 3 2 において、まず表示処理部 1 6 1 が表示オンにする （ステップS 5

0 ) 。表示オン後、持ち手検出部 1 6 2 が、持ち手状態を検出し （ステップ

S 5 1 ) 、両手操作モ一 ドかどうか判定する （ステップS 5 2 ) 。両手操作

モー ドである場合 （ステップS 5 2 の判定で 「Y e s 」と判断 した場合）、

持ち手検出部 1 6 2 は、可変抵抗器 1 5 4 ， 5 5 のそれぞれを 1 Μ Ω に設

定する （ステップS 5 3 ) 。持ち手検出部 1 6 2 が可変抵抗器 1 5 4 ， 1 5

5 のそれぞれを 1 Μ Ω に設定 した後、表示処理部 1 6 が、表示オフかどう



か判定 し （ステップS 5 4 ) 、表示オフである場合、本処理を終了し、表示

オフでない場合、ステップS 5 に戻る。

[0245] ステップS 5 2 の判定で、持ち手検出部 1 6 が、両手操作モ一 ドでない

と判断 した場合 （ステップS 5 2 の判定で 「N o 」と判断 した場合）、左手

操作モー ドかどうか判定する （ステップS 5 5 ) 。左手操作モー ドである場

合 （ステップS 5 5 の判定で 「Y e s 」と判断 した場合）、持ち手検出部 1

6 は、可変抵抗器 1 5 4 を0 Ω に設定 し、可変抵抗器 1 5 5 を 1 M Ω に設

定する （ステップS 5 6 ) 。可変抵抗器 1 5 4 をΟ Ω に設定 し、可変抵抗器

1 5 5 を 1 Μ Ω に設定 した後、表示処理部 1 6 が、表示オフかどうか判定

し （ステップS 5 4 ) 、表示オフである場合、本処理を終了し、表示オフで

ない場合、ステップS 5 に戻る。

[0246] ステツプS 5 5 の判定で、持ち手検出部 1 6 が、左手操作モ一 ドでない

と判断 した場合 （ステップS 5 5 の判定で 「N o 」と判断 した場合）、右手

操作モー ドかどうか判定する （ステップS 5 7 ) 。右手操作モー ドである場

合 （ステップS 5 7 の判定で 「Y e s 」と判断 した場合）、持ち手検出部 1

6 は、可変抵抗器 1 5 4 を 1 M Ω に設定 し、可変抵抗器 1 5 5 を0 Ω に設

定する （ステップS 5 8 ) 。可変抵抗器 1 5 4 を 1 M Ω に設定 し、可変抵抗

器 1 5 5 を0 Ω に設定 した後、表示処理部 1 6 が、表示才フかどうか判定

し （ステップS 5 4 ) 、表示オフである場合、本処理を終了し、表示オフで

ない場合、ステップS 5 に戻る。

[0247] ステップS 5 7 の判定で、持ち手検出部 1 6 2 が、右手操作モー ドでない

と判断 した場合 （ステップS 5 7 の判定で 「N o 」と判断 した場合）、据え

置きと判断 し （ステップS 5 9 ) 、可変抵抗器 1 5 4 ， 5 5 のそれぞれを

、 1 Μ Ω を大きく超えるハイインピーダンスに設定する （ステップS 6 0 )

。持ち手検出部 1 6 が可変抵抗器 1 5 4 ， 5 5 のそれぞれをハイインピ

—ダンスに設定 した後、表示処理部 1 6 が、表示オフかどうか判定 し （ス

テツプS 5 4 ) 、表示オフである場合、本処理を終了し、表示オフでない場

合、ステツプS 5 に戻る。



[0248] このように本実施の形態に係る電子機器 1 5 0 によれば、表示部 7 5 に重

ねて配置された長方形状のタツチパネル部 7 7 の長手方向の対向する2 辺 1

7 0 ， 1 7 1 に設けたシール ドグラン ド1 5 2 ， 1 5 3 と、一端がシール ド

グラン ド1 5 2 に接続され、他端が回路基板 1 7 5 上のグラン ドパターンに

接続された可変抵抗器 1 5 4 と、一端がシール ドグラン ド1 5 3 に接続され

、他端が回路基板 1 7 5 上のグラン ドパターンに接続された可変抵抗器 1 5

5 と、タツチパネルモジュール 7 3 による近接検知によって得 られる座標信

号を基に、電子機器 1 5 0 がユーザに把持されているかどうかを判定 し、電

子機器 1 5 0 がユーザに把持されている場合、可変抵抗器 1 5 4 ， 5 5 の

抵抗値の設定を行う持ち手検出部 1 6 2 と、を有 し、持ち手検出部 1 6 2 は

、両手操作の場合、可変抵抗器 1 5 4 ， 5 5 それぞれの抵抗値を 「中」に

設定 し、左手操作の場合、可変抵抗器 1 5 4 の抵抗値を 「小」に、可変抵抗

器 1 5 5 の抵抗値を 「中」にそれぞれ設定 し、右手操作の場合、可変抵抗器

5 4 の抵抗値を 「中」に、可変抵抗器 1 5 5 の抵抗値を 「小」にそれぞれ

設定 し、据え置きの場合、可変抵抗器 1 5 4 ， 5 5 それぞれの抵抗値を 「

ハイインピーダンス」に設定するので、電子機器 1 5 0 における持ち手によ

る影響 （すなわち、タツチパネル部 7 7 が反応することによる誤動作）を抑

制することができる。

[0249] なお、本実施の形態に係る電子機器 1 5 0 では、図 3 2 のフローチヤ一 卜

で示す処理を記述 したプログラムをR 0 M に持たせたが、当該プログラムを

、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、フラッシュメモリ等の記憶

媒体に格納 して配布 したり、インタ一ネット等のネットワーク上のサーバ （

図示略）に保存するようにして、電気通信回線を利用 してダウンロー ドでき

るようにしたりすることも可能である。

[0250] 図 3 3 は、加速度センサ一を使用 して持ち手状態を検出する電子機器 1 5

6 の概略構成を示すプロック図である。なお、同図において図 2 7 と共通す

る部分には同一の符号を付けてその説明を省略する。加速度から持ち手状態

を検出する電子機器 1 5 6 は、加速度検出部 1 6 3 を含む機器制御部 1 5 7



を有 している。機器制御部 1 5 7 は、座標処理部 1 6 0 、表示処理部 1 6

、加速度検 出部 1 6 3 及び持ち手検 出部 1 6 4 を備 える。加速度検 出部 1 6

3 は、加速度 セ ンサ一 （図示略） を有 し、加速度 セ ンサ一で検 出された加速

度 を持ち手検 出部 1 6 4 へ 出力する。加速度 セ ンサ一を使用 した持ち手状態

検 出については、前述 した図 3 0 を参照 されたい。持ち手検 出部 1 6 4 は、

加速度検 出部 1 6 3 の出力か らユーザの電子機器 1 5 0 に対 する持ち手 を検

出 して可変抵抗器 1 5 4 ， 5 5 の抵抗値 を切 り替 える。持ち手 の様 々な形

態 における可変抵抗器 1 5 4 ， 5 5 の抵抗値 の設定は、前述の通 りである

[0251 ] (実施 の形態 5 )

図 3 4 は、本発明の実施 の形態 5 に係 る電子機器の概観 を示す正面図であ

る。 同図において、本実施 の形態 に係 る電子機器 2 0 0 は、前述 した実施 の

形態 1 に係 る電子機器 1 と同様 のスマー トフォンと呼ばれ る携帯無線機 であ

り、 四角形状 に形成 された筐体 2 0 の前面側 の上部 に レシーバ 2 0 2 が設

け られ、 レシーバ 2 0 2 の下方 に静電容量方式のタ ツチパ ネル モジュール （

タ ツチパ ネル に対応） 2 0 3 が設 け られている。 また、 タ ツチパ ネル モジュ

—ル 2 0 3 の下方 には、 3 個 の ファンクシ ョンボタン 2 0 4 _ 1 ~ 2 0 4 _

3 が設 け られている。

[0252] 図 3 5 は、本実施 の形態 に係 る電子機器 2 0 0 の概 略構成 を示す プロック

図である。 同図において、本実施 の形態 に係 る電子機器 2 0 0 は、前述 した

タ ツチパ ネル モジュール 2 0 3 と、表示部 （表示器 に対応） 2 0 5 と、機器

制御部 2 0 6 とを備 える。 タ ツチパ ネル モジュール 2 0 3 は、 タ ツチパ ネル

部 2 0 7 と、 その間で送信信号 と受信信号の授受 を行 うタ ツチパ ネル コン ト

ローラ 2 0 8 とか ら構成 され る。機器制御部 2 0 6 は、 タ ツチパ ネル モジュ

ール 2 0 3 との間で指示体の位置 を示す座標信号の授受 を行 い、 また表示部

2 0 5 に表示信号 を与 える。 なお、表示部 2 0 5 及び タ ツチパ ネル モジュ一

ル 2 0 3 はタ ツチパ ネルユニ ッ ト2 0 9 を構成 する。 また、機器制御部 2 0

6 は、 C P U (Cent r a l Process i ng Un i t ) 、 R O M (Read On Ly Memory) 、



R A M (Random Access Memory) 及び イ ン タ フ ェー ス 回路 （いずれ も図示略

) で構成 され る。該 R O M には C P U を制御 するための プログラムが記憶 さ

れてお り、該 R A M は C P U の動作 において使用 され る。

[0253] 表 示部 2 0 5 は、 四角形状 を成 し、本実施 の形態 に係 る電子機器 2 0 0 を

操作するための表示や画像等の表示 に使用 され る。表示部 2 0 5 には、 L C

D ( L i u i d Crysta l D i s lay) 、有機 E L ( ELect r o Lum i nescence) 又 は電

子ペーパーが用い られ る。 タ ツチパ ネル モジュール 2 0 3 は、 タ ツチパ ネル

面 に指先が触れ ることな く所定の範 囲の高 さでの操作 （" ホバ 一操作 " ）が

可能な静電容量方式 を採用 したものである。

[0254] タ ツチパ ネル部 2 0 7 は、表示部 2 0 5 と略同 じ四角形状 を成 し、表示部

2 0 5 上 に重ねて配置 され る。 なお、表示部 2 0 5 とタ ツチパ ネル部 2 0 7

は、筐体 2 0 1 の内側 に配置 されても、外側 に配置 されても良い。但 し、 い

ずれの場合 もタ ツチパ ネル部 2 0 7 は表示部 2 0 5 よ り外側 に配置 され る。

また、本実施 の形態 に係 る電子機器 2 0 0 では、表示部 2 0 5 及び タ ツチパ

ネル部 2 0 7 の形状 を四角形 とするが、 それは長方形 でもあ っても良い し、

正方形 であ っても良い。

[0255] タ ツチパ ネル部 2 0 7 は、 図示せぬ送信電極 と受信電極 とを備 えてお り、

これ らが板状 の誘電体の下面 に離 間 して配置 されている。送信電極 にはタ ッ

チパ ネル コン トロ一ラ 2 0 8 か ら出力 され る送信信号 に基づ く駆動パル スが

印加 され る。送信電極 に駆動パル スが印加 され ることで送信電極 か ら電界が

発生する。 この 電界 中に指示体 （指やペ ン等であ り、本実施 の形態では "指

" と して扱 うこととする）が入 ると、送信電極 と受信電極 の間の電気力線 の

数 が減 少 し、電気力線 の数 の変化が受信電極 における電荷 の変化 と して現れ

る。受信電極 における電荷 の変化 に応 じた受信信号がタ ツチパ ネル コン トロ

—ラ 2 0 8 へ 出力 され る。 タ ツチパ ネル コン トローラ 2 0 8 は、機器制御部

2 0 6 との間で制御信号の授受 を行 い、 タ ツチパ ネル部 2 0 7 へ送信信号 を

出力する。 また、 タ ツチパ ネル コン トローラ 2 0 8 は、 タ ツチパ ネル部 2 0

7 か ら出力 され る受信信号 を入力 し、入力 した受信信号か ら指 を検 出 し、検



出した指の位置 （X ，Y , Ζ ) を示す座標信号を機器制御部 2 0 6 へ出力す

る。

[0256] 図 3 6 は、タツチパネルコン トローラ2 0 8 における指の検出方法を示す

図である。同図において、タツチパネルコン トローラ2 0 8 は、タツチパネ

ル部 2 0 7 から出力される受信信号のレベルに応 じた距離 （すなわち、タツ

チパネル部 2 0 7 から指先 6 0 までの距離） Z a が第 1 の距離 Z O と第 2 の

距離 Z 1 の間にあれば、指先 6 0 を検出する。この際、指先 6 0 のぶれを考

慮 して、所定時間内における距離の平均値として算出する。図 3 7 は、指先

6 0 とタツチパネル部 2 0 7 との間の距離の時間的変化を示す図である。同

図に示すように、第 1 の距離 Z 0 と第 2 の距離 Z 1 との間において、日寺亥 t

から時刻 t 2 までの間の距離の平均値を算出する。この距離の平均値が第

の距離 Z 0 と第 2 の距離 Z の間にあれば指先 6 0 を検出する。

[0257] 図 3 5 に戻り、機器制御部 2 0 6 は、タツチパネルコン トローラ2 0 8 か

ら出力される座標信号を取り込み、文字入力処理、文字表示処理等の各種処

理を行う。文字表示処理の結果については表示信号として表示部 2 0 5 へ出

力する。図 3 4 では、 E メールを作成するアプリを起動させたときのメール

画面を示 している。このメール画面には、宛先入力表示領域 3 0 0 、件名入

力表示領域 3 0 及び入力表示領域 3 0 2 があり、これらの表示領域 3 0 0

~ 3 0 2 がタツチパネル部 2 0 7 に設定されている。なお、入力表示領域 3

0 2 の表示位置は固定で良いが、変化させることができるようにしても良い

[0258] 表示部 2 0 5 には、テンキー4 5 1、力一ソルキ一4 5 2 及びテンキー4

5 より入力された文字 （"かな文字" 、 "英字" 、 "数字" ）がそれぞれ

表示される。力一ソルキ一4 5 2 は、入力文字種を表示するものであり、表

示部 2 0 5 の左上隅に表示される。なお、力一ソルキ一4 5 2 は、表示部 2

0 5 の所定の領域に対応する。また、力一ソルキ一4 5 2 はアイコンである

。力一ソルキ一4 5 2 をアイコン表示することで、文字入力の操作性向上が

図れる。



[0259] テ ンキー 4 5 は、 力一ソルキ一 4 5 2 に関連する情報である入力文字候

補 をテ ンキー形式で表示するものであ り、 力一ソルキ一 4 5 2 の近傍 に表示

される。図 3 4 では、入力文字種 と して "かな文字" が選択された場合のテ

ンキ一 4 5 1 が示されてお り、 「あ、か、 さ、た、 」が入力文字候補 と し

て表示されている。 力一ソルキ一 4 5 2 及びテ ンキー 4 5 のそれぞれに対

応する領域 もタツチパネル部 2 0 7 に設定されている。 タツチパネル部 2 0

7 の力一ソルキ一 4 5 2 に対応する領域 を指先 6 0 でタツチすることで、入

力文字種の選択が可能 となる。入力文字種の選択後、指先 6 0 をカーソルキ

— 4 5 2 の直上方向へ移動させることでテ ンキー 4 5 が表示される。 この

場合、上述 したように、テ ンキー 4 5 1 は力一ソルキ一 4 5 2 の近傍 に表示

される。入力文字候補 をテ ンキー形式で表示することで、文字入力の操作性

向上が図れる。

[0260] 図 3 8 は、本実施の形態に係 る電子機器 2 0 0 における入力文字種の選択

か らテ ンキーサイズ （大 きさ）の選択 までの操作を示す図である。 また、図

3 9 は、本実施の形態に係 る電子機器 2 0 0 における入力文字種の選択操作

及びテ ンキーサイズの選択操作の手順 を示すフローチヤ一 卜である。図 3 8

及び図 3 9 において、 力一ソルキ一 4 5 2 に指先 6 0 をタツチすることで （

ステ ップS 7 0 ) 、 " かな" 、 "英字" 及び "数字" の入力文字種が表示さ

れる。 この状態で、指先 6 0 を水平方向に移動させてタツチすることで、所

望の入力文字種 を選択することができる （ステ ップS 7 1 ) 。 " かな" 、 "

英字" 及び "数字" の入力文字種は力一ソルキ一 4 5 2 の直近に表示される

。所望の入力文字種の選択後、 カーソルキー 4 5 2 の直上方向へ指先 6 0 を

離 して行 くと、最初に、標準サイズのテ ンキー 4 5 が力一ソルキ一 4 5 2

の近傍 に表示される （ステ ップS 7 2 ) 。 その後更に指先 6 0 を離 して行 き

、 タツチパネル部 2 0 7 と指先 6 0 との間の距離 Z が距離 Z a を超えると、

標準サイズのテ ンキー 4 5 か ら拡大サイズのテ ンキー 4 5 に表示が切 り

替わる （ステ ップS 7 3 ) 。

[0261 ] 拡大サイズのテ ンキー 4 5 1 は、距離 Z b まで継続する。すなわち、 力一



ソルキ一4 5 2 の直上で、タツチパネル部 2 0 7 と指先 6 0 との間の距離 Z

が、 0 < Z Z a の範囲内では標準サイズのテンキー4 5 1 が表示され、 Z

a < Z ≤ Z b の範囲内では拡大サイズのテンキー4 5 が表示される。この

ように、力一ソルキ一4 5 2 の直上方向に指先 6 0 を離 して行 くと、テンキ

—4 5 1 のサイズが 2 段階で変化する。指先 6 0 を力一ソルキ一4 5 2 から

離 した後、近づけて行 くことで、拡大サイズのテンキー4 5 から標準サイ

ズのテンキー4 5 1 に表示が切 り替わる。すなわち、指先 6 0 の上下動に応

じてテンキー4 5 のサイズが標準から拡大、拡大から標準に切 り替わる。

テンキー4 5 のサイズを変更する手段を有することで、所望の大きさの情

報を容易に選択することができ、文字入力の操作性向上が図れる。

[0262] なお、力一ソルキ一4 5 2 から指先 6 0 を離 した後は、必ず しも力一ソル

キ一4 5 2 の直上方向に指先 6 0 を移動させる必要はなく、ずれていても構

わない。すなわち、指先 6 0 が力一ソルキ一4 5 2 の領域内に入っていなく

ても良い。

[0263] 図 4 0 は、本実施の形態に係る電子機器 2 0 0 における入力文字種の選択

から文字入力までの操作を示す図である。同図において、入力文字種の選択

からテンキーサイズの選択までの操作は、前述 した通りであるので、その説

明を省略 し、テンキーサイズ選択後の操作について説明する。なお、入力文

字種の選択処理はモー ド 〔1〕、テンキーサイズの選択処理はモー ド 〔2 〕

とする。また、モー ド 〔2 〕において、テンキ一4 5 1 中の 「戻る」キ一を

タツチすると、モー ド 〔1〕に戻り、再度入力文字種の選択が可能となる。

[0264] モー ド 〔2 〕に続 くモー ド 〔3 〕はテンキー4 5 1 のサイズを固定する処

理である。図4 0 では、かな文字を選択 している状態を示 している。かな文

字を選択 している力一ソルキ一4 5 2 を下に見た状態で指先 6 0 を水平方向

へ移動させると、テンキー4 5 1 のサイズが固定される。この場合、標準サ

ィズのテンキー4 5 を選択 している状態で、指先 6 0 を水平方向へ移動さ

せることで標準サイズのテンキー4 5 1 が固定される。また、拡大サイズの

テンキ一4 5 を選択 している状態で、指先 6 0 を水平方向へ移動させるこ



とで拡大サイズのテンキー4 5 が固定される。このようにしてテンキー4

5 1 のサイズを固定 した後、テンキー4 5 1 より文字入力を行う。文字入力

における処理はモー ド 〔4 〕となる。テンキー4 5 1 のサイズを固定できる

手段を有することで、文字入力の操作性向上が図れる。

[0265] モー ド 〔4 〕において、例えばテンキー4 5 1 の "な" の文字を指先 6 0

でタツチすると、テンキー4 5 1 の表示が一時的に消えて、タツチ位置を中

心とする周囲に、な行の文字列 （"な" ， " に" ， "ぬ" ， "ね" ， "の"

) が表示される。な行の文字列が表示されている状態で、所望の文字 （例え

ば "ぬ" ）をタツチすると、当該文字の入力が決定される。決定された文字

は入力表示領域 3 0 2 に表示される。続いて他の文字を入力する場合、同様

の操作を行う。例えば、 " ま" の文字を入力する場合、 "ぬ" の文字から指

先 6 0 を離すことでテンキー4 5 が現れるので、テンキー4 5 内の " ま

" の文字をタツチする。これにより、テンキー4 5 1 の表示が一時的に消え

て、タツチ位置を中心とする周囲に、ま行の文字列 （" ま" ， "み" ， "む

" ， "め" ， " も" ）が表示される。ま行の文字列が表示されている状態で

、所望の文字 （例えば " ま" ）をタツチすると、当該文字の入力が決定され

て、当該文字が入力表示領域 3 0 2 に表示される。このようにして文字入力

を行うことができる。

[0266] 図 4 1 は、本実施の形態に係る電子機器 2 0 0 の文字入力処理を示すフロ

—チヤ一 卜である。本処理は、主に機器制御部 2 0 6 で行われる。同図にお

いて、機器制御部 2 0 6 は、文字入力を開始すると （ステップS 8 0 ) 、力

—ソルキ一4 5 2 に指先 6 0 がタツチされたかどうか判定する （ステップS

8 1 ) 。力一ソルキ一4 5 2 に指先 6 0 がタツチされていない場合 （すなわ

ち、ステップS 8 0 の判定で 「N O」と判断 した場合）、力一ソルキ一4 5

2 に指先 6 0 がタツチされるまで本判定を繰 り返す。これに対 し、力一ソル

キ一4 5 2 に指先 6 0 がタツチされた場合 （すなわち、ステップS 8 0 の判

定で 「Y E S 」と判断 した場合）、入力文字種を選択する （ステップS 8 2

) 。すなわち、 "かな文字" 、 "英字" 及び "数字" のうち、ユーザが指定



した入力文字種を選択する。この場合、どの入力文字種が指定されたかはタ

ツチパネルコン 卜ローラ2 0 8 から出力される座標信号を基に判断する。

[0267] 機器制御部 2 0 6 は、入力文字種を選択 した後、力一ソルキ一4 5 2 から

指先 6 0 が離れたかどうか判定する （ステップS 8 3 ) 。力一ソルキ一4 5

2 から指先 6 0 が離れていない場合 （すなわち、ステップS 8 3 の判定で 「

N O」と判断 した場合）、力一ソルキ一4 5 2 から指先 6 0 が離れるまで本

判定を繰 り返す。これに対 し、力一ソルキ一4 5 2 から指先 6 0 が離れた場

合 （すなわち、ステップS 8 3 の判定で 「Y E S 」と判断 した場合）、力一

ソルキ一4 5 2 から指先 6 0 までの距離 Z が 0 < Z Z a であるかどうか判

定する （ステップS 8 4 ) 。すなわち、機器制御部 2 0 6 は、タツチパネル

コン 卜ローラ2 0 8 から出力された座標信号のZ 座標の信号値より力一ソル

キ一4 5 2 から指先 6 0 までの距離 Z を求めて距離判定を行う。この判定に

おいて、距離 Z が 0 < Z Z a である場合 （すなわち、ステップS 8 4 の判

定で 「Y E S 」と判断 した場合）、テンキー4 5 1 を標準サイズで表示する

表示信号を表示部 2 0 5 へ出力する （ステップS 8 5 ) 。これに対 し、距離

Z が 0 < Z Z a でない場合 （すなわち、ステップS 8 4 の判定で 「N o 」

と判断 した場合）、力一ソルキ一4 5 2 から指先 6 0 までの距離 Z が Z a <

Z Z b であるかどうか判定する （ステップS 8 6 ) 。この判定において、

距離 Z が Z a < Z Z b でない場合 （すなわち、ステップS 8 6 の判定で 「

N O」と判断 した場合）、前述 したステップS 8 4 に戻る。これに対 し、距

離 Z が Z a < Z Z b である場合 （すなわち、ステップS 8 6 の判定で 「Y

E S 」と判断 した場合）、テンキー4 5 を拡大サイズで表示する表示信号

を表示部 2 0 5 へ出力する （ステップS 8 7 ) 。

[0268] 機器制御部 2 0 6 は、テンキー4 5 を標準サイズで表示する処理を行つ

た場合、その処理後、指先 6 0 が力一ソルキ一4 5 2 からテンキー4 5 へ

スライ ドしたかどうか判定する （ステップS 8 8 ) 。この判定において、テ

ンキ一4 5 1ヘスライ ドしていない場合 （すなわち、ステップS 8 8 の判定

で 「N O」と判断 した場合）、テンキー4 5 1ヘスライ ドされるまで本判定



を繰 り返す。 これに対 し、指先 6 0 がテ ンキー 4 5 1 ヘスライ ドした場合 （

すなわち、ステ ップS 8 8 の判定で 「Y E S 」 と判断 した場合）、ステ ップ

S 9 0 の処理 を行 う。

[0269] また、機器制御部 2 0 6 は、テ ンキー 4 5 を拡大サイズで表示する処理

を行 った場合、その処理後、指先 6 0 が力一ソルキ一 4 5 2 か らテ ンキー 4

5 1 ヘスライ ドしたかどうか判定する （ステ ップS 8 9 ) 。 この判定におい

て、テ ンキー 4 5 1 ヘスライ ドしていない場合 （すなわち、ステ ップS 8 9

の判定で 「N O 」 と判断 した場合）、テ ンキー 4 5 1 ヘスライ ドされるまで

本判定を繰 り返す。 これに対 し、指先 6 0 がテ ンキー 4 5 1 ヘスライ ドした

場合 （すなわち、ステ ップS 8 9 の判定で 「Y E S 」 と判断 した場合）、ス

テ ツプS 9 0 の処理 を行 う。

[0270] ステ ップS 9 0 では、テ ンキー 4 5 1 の 「戻る」キーがタツチされたかど

うか判定する。 この判定において、テ ンキ一 4 5 1 の 「戻る」キ一がタツチ

された場合 （すなわち、ステ ップS 9 0 の判定で 「Y E S 」 と判断 した場合

) 、 ステ ップS 8 2 に戻 り、ステ ップS 8 2 の以降の処理 を行 う。 これに対

し、テ ンキー 4 5 1 の 「戻る」キーがタツチされていない場合 （すなわち、

ステ ップS 9 0 の判定で 「N O 」 と判断 した場合）、テ ンキー 4 5 1 の大 き

さを固定する （ステ ップS 9 1 ) 。すなわち、テ ンキー 4 5 1 を標準サイズ

又は拡大サイズに固定する。

[0271 ] 機器制御部 2 0 6 は、テ ンキー 4 5 1 のサイズを固定 した後、 フ リック入

力処理 を行 う （ステ ップS 9 2 ) 。すなわち、ユーザのフ リック操作による

文字入力を行 う。例えば、ユーザが、かな文字設定 して、な行を選択 した後

、 "ぬ" を選択 した場合、 "ぬ" の文字入力を行 う。機器制御部 2 0 6 は、

文字入力を行 った後、当該文字を確定する （ステ ップS 9 3 ) 。次いで、 フ

リック入力終 了かどうか判定 し （ステ ップS 9 4 ) 、 フ リック入力終 了でな

い場合 （すなわち、ステ ップS 9 4 の判定で 「N O 」 と判断 した場合）、ス

テ ツプS 9 2 に戻 り、再度 フ リック入力処理 を行 う。 これに対 し、 フ リック

入力終 了の場合 （すなわち、ステ ップS 9 4 の判定で 「Y E S 」 と判断 した



場合）、本処理を終える。

[0272] このように本実施の形態に係る電子機器 2 0 0 によれば、表示部 2 0 5 に

、入力文字種を表示する力一ソルキ一4 5 2 及び力一ソルキ一4 5 2 の近傍

に入力文字候補をテンキー形式で表示するテンキー4 5 をそれぞれ表示 し

、テンキー4 5 1 においては、指先 6 0 を力一ソルキ一4 5 2 にタツチ した

後、指先 6 0 を力一ソルキ一4 5 2 から離 した場合に表示するようにし、さ

らに、タツチパネル部 2 0 7 と指先 6 0 との間の距離 Z が 0 < Z Z a であ

る場合、テンキー4 5 1 を標準サイズで表示 し、距離 Z が Z a < Z Z b で

ある場合、テンキー4 5 1 を拡大サイズで表示するようにしたので、所望の

大きさのテンキー4 5 を自由に選択できることによる文字入力の操作性向

上が図れる。さらに、表示部 2 0 5 に、テンキー4 5 1 と、このテンキー4

5 により入力された文字が表示されることから、文字入力と表示文字の確

認のための視線移動が低減 し、文字入力の操作性向上が図れる。

[0273] なお、本実施の形態に係る電子機器 2 0 0 では、入力文字候補として複数

の文字をテンキー形式で表示するようにしたが、 1 つの文字を表示するよう

にしても良い。

[0274] また、本実施の形態に係る電子機器 2 0 0 では、タツチパネル部 2 0 7 と

指先 6 0 との間の距離に応 じてテンキー4 5 のサイズを変更するように、

情報の大きさを変化させるようにしたが、情報自体を変化させるようにして

も良い。例えば、 「あ、し、、う、え、お」を 「か、き、 く、け、こ」に変化

させる。

[0275] また、本実施の形態に係る電子機器 2 0 0 では、その動作において、テン

キ一4 5 や力一ソルキ一4 5 2 にタツチすることを前提としているが （す

なわち、接触を契機としているが）、タツチと見なすことができるまで接近

した場合も含めても良い。例えば、指先 6 0 を力一ソルキ一4 5 2 にタツチ

した後、力一ソルキ一4 5 2 から指先 6 0 を離すことでテンキー4 5 を表

示するようにしたが、力一ソルキ一4 5 2 にタツチ したと見なせるまで指先

6 0 が接近 した後、力一ソルキ一4 5 2 から指先 6 0 を離すことでテンキー



4 5 を表示するように しても良い。

[0276] また、本実施の形態 に係 る電子機器 2 0 0 は、 スマー トフォンと呼ばれる

携帯無線機 であ つたが、 この種の電子機器 に限定されるものではな く、ゲ一

厶機、テ レビ、電子 レンジ、洗濯機、冷蔵庫、 力一ナ ビゲ一シ ヨン、 力一ナ

ピゲ一シ ヨンを備 えた自動車、ホームエネルギーマネジメン トシステム （H

E M S ) 端末装置、ホームエネルギーマネジメン トシステム （H E M S ) 端

末装置 を備 えた家、 A T M (Automated Te LLer Mach i ne) 等 であ っても良い

[0277] また、本実施の形態 に係 る電子機器 2 0 0 では、図 4 1 の フローチヤ一 卜

で示す処理 を記述 したプログラムを R 0 M に持たせたが、 当該 プログラムを

、磁気デ ィスク、光デ ィスク、光磁気デ ィスク、 フラッシュメモ リ等の記憶

媒体 に格納 して配布 した り、 インタ一ネ ッ ト等のネ ッ トワーク上のサーバ （

図示略）に保存するように して、電気通信回線 を利用 してダウンロー ドで き

るように した りすることも可能である。

[0278] 本発明を詳細 にまた特定の実施態様 を参照 して説明 したが、本発明の精神

と範囲を逸脱することな く様 々な変更や修正を加えることがで きることは当

業者 にとって明 らかである。

[0279] 本 出願 は、 2 0 1 1 年 1 2 月 1 6 日出願の 日本特許出願 （特願 2 0 1 1 _

2 7 6 1 7 5 ) 、 2 0 1 2 年 3 月 2 8 日出願の 日本特許出願 （特願 2 0

— 0 7 4 7 2 1 ) 、 2 0 1 2 年 4 月 4 日出願の 日本特許出願 （特願 2 0

— 0 8 5 7 5 0 ) 、 2 0 1 2 年 4 月 1 9 日出願の 日本特許出願 （特願 2 0

2 - 0 9 5 8 7 9 ) 、 及び 2 0 1 2 年 6 月 4 曰出願の 日本特許出願 （特願 2

0 - 7 2 9 0 ) に基づ くものであ り、 その内容はここに参照 と して

取 り込 まれる。

産業上の利用可能性

[0280] 本発明は、静電容量方式のタツチパネルであ って、機器本体 を持 った とき

の持ち手部分の手の影響 を抑 えることがで きるといつた効果 を有 し、 スマ一

卜フォン等の静電容量方式のタツチパネル を用いた電子機器への適用が可能



である。

符号の説明

電子機器

筐体

3 レシ ー バ

4 液晶表示部

5 タ ツチパ ネル部

5 一 1 受信 セ ンサ 一パ ネル

5 一 a 受信電極

5 一 b 送信電極

5 - 送信 セ ンサ 一パ ネル

5 - c 送信電極

6 タ ツチ パ ネル モ ジ ュー ル

7 タ ツチパ ネリレュ ニ ッ 卜

7 - 1 7 - 3 フ ァ ン ク シ ョンボ タ ン

8 タ ツチパ ネル コ ン トロ一 ラ

9 機器制御部

2 0 カバ 一 パ ネル

2 ノくッ ク ラ イ 卜部

2 電池部

3 0 表示

4 0 電子機器

4 筐体

4 レシ ーバ

4 3 タ ツチ パ ネル モ ジ ュ一ル

4 4 — 1 ， 4 4 - 2 , 4 4 — 3 フ ァ ン クシ ョンポ タ ン

4 表示部

4 6 機器制御部



タ ツチパ ネル 部

タ ツチパ ネソレコ ン 卜ロー ラ

タ ツチパ ネリレュ ニ ッ 卜

宛先入力表示領域

件名入力表示領域

入力表示領域

文字種選択キー表示領域

文字種選択キー

指先

かな文字入力キー表示領域

数字入力キー表示領域

英字入力キー表示領域

記号入力キー表示領域

絵文字入力キー表示領域

かな文字入力キー

数字入力キー

英字入力キー

記号入力キー

絵文字入力キー

5 6 9 第 2 の表示領域

¾！ナ ぁ

筐体

タ ツチ パ ネル モ ジ ュー ル

表示部

機器制御部

タ ツチパ ネル 部

受信 セ ンサ 一パ ネル

送信セ ンサ 一パ ネル



タツチパネル コン トロ一ラ

タ ツチパネソレュニ ッ 卜

把持判定部

フィー ドバ ック切替部

視覚 聴覚 フィー ドバ ック

振動 フィー ドバ ック素子

9 0 a ノくィ プ レ一タ

9 0 b 振動 ァクチユエータ

9 0 c ピエ ゾァクチユエ一夕

9 ス ピ一力

7 0 アイコン

7 0 2 所定の表示

5 0 子機

5 機器制御部

5 2 , 5 3 シール ドグラン ド

5 4 , 5 5 可変抵抗器

6 0 座標処理部

6 表示処理部

6 2 持ち手検 出部

7 0 第 1 の辺

7 第 2 の辺

7 5 回路基板

7 7 近接 タツチパ ネルセ ンサ一

7 7 2 カバ一ガラス

7 7 3 粘着剤

7 7 4 飛散防止 フィルム

2 0 0 電子機器

2 0 筐体



2 0 レシ ーバ

2 0 3 タ ツチパ ネル モ ジ ュー ル

2 0 4 - 1 2 0 4 - 3 フ ァ ン ク シ ョンボ タ ン

2 0 5 表示部

2 0 6 機器制御部

2 0 7 タ ツチパ ネル 部

2 0 8 タ ツチパ ネル コ ン トロー ラ

2 0 9 タ ツチパ ネル ユ ニ ッ ト

3 0 0 宛先入力表示領域

3 0 件名入力表示領域

3 0 入力表示領域

4 5 テ ンキ 一

4 5 力一 ソル キ 一



請求の範囲

[ 請求項 1] 少な くとも一つの受信電極 を有する第 1 のセ ンサ一パネル と、

少な くとも一つの送信電極 を有 し、前記第 1 のセ ンサ一パネル に重

ねて配置 された第 2 のセ ンサ一パネル と、

前記一つの送信電極 と少な くとも一部が重な つている所定の電極 を

有 し、前記第 2 のセ ンサ一パネル と重ねて配置 された第 3 のセ ンサ一

パネル と、 を備 え、

前記所定の電極 に対 して、前記一つの送信電極 と同 じ送信信号 を印

加することが可能である、

タッチパネリレ。

[ 請求項2] 請求項 1 に記載のタツチパネルであ って、

前記第 1 のセ ンサ一パネルが、前記第 3 のセ ンサ一パネル を兼ねる

タッチパ不リレ。

請求項 1 又 は請求項 2 に記載のタツチパネルであ って、

前記所定の電極 は、所定の一定電位 にすることが可能である、

タッチパネリレ。

請求項 1 か ら請求項 3 のいずれか 1 項 に記載のタツチパネルであ つ

て、

前記第 1 のセ ンサ一パネルの面積で 9 0 % 以上が、前記第 2 のセ ン

サ一パネル と重な っている、

タッチパネリレ。

請求項 1 か ら請求項 4 のいずれか 1 項 に記載のタツチパネルであ つ

て、

前記第 3 のセ ンサ一パネルの面積で 9 0 % 以上が、前記第 2 のセ ン

サ一パネル と重な っている、

タッチパネリレ。

請求項 1 か ら請求項 5 のいずれか 1 項 に記載のタツチパネルであ つ



て、

前記所定の電極 は、前記 タツチパネルの周部 に配置 されている、

タッチパネリレ。

[ 請求項7] 請求項 6 に記載のタツチパネルであ って、

前記所定の電極 の一部 は、前記 タツチパネルの中心 を通 る線 におい

て前記 タツチパネルの端 と前記中心 を 1 対 4 に内分する点 と前記 タツ

チパネルの端 との間に、配置 された、

タッチパネリレ。

[ 請求項 8 ] 請求項 7 に記載のタツチパネルであ って、

前記中心 は、前記 タツチパネルの重心である、

タッチパネリレ。

[ 請求項 9] 請求項 6 に記載のタツチパネルであ って、

前記所定の電極 は、前記第 3 のセ ンサ一パネル において反応エ リァ

の最外周 に配置 された、

タッチパネリレ。

[ 請求項 10 ] 請求項 1 か ら請求項 9 のいずれか 1 項 に記載のタツチパネルであ つ

て、

前記第 3 のセ ンサ一パネルが四角形であ り、

前記所定の電極 は、前記四角形の少な くとも 1 辺 に沿 って配置 され

た、

タッチパネリレ。

[ 請求項 11] 請求項 1 0 に記載のタツチパネルであ って、

前記四角形 は長方形であ り、

前記所定の電極 は、前記長方形の向かい合 う 2 辺のそれぞれに沿 つ

て配置 された、

タッチパネリレ。

[ 請求項 12 ] 請求項 1 1 に記載のタツチパネルであ って、

前記向かい合 う 2 辺は、長辺である、



タッチパネリレ。

[ 請求項 13 ] タツチパネルモジュール と して保護 ガラスと、請求項 1 か ら請求項

1 2 のいずれか 1 項 に記載のタツチパネル と、 タツチパネル コン ト口

- ラが実装 された基板が配置 されたもの と、

前記 タツチパネルモジュール と重ねて配置 された表示器 と、 を有す

る、

タツチパネリレュニ ッ 卜。

[ 請求項 14] 請求項 1 3 に記載のタツチパネルュニ ッ 卜を有する電子機器であ つ

て、

前記所定の電極 に対 して、前記一つの送信電極 と同 じ送信信号 を印

加する状態で、所定の条件が検 出された場合、

前記所定の電極 に対 して前記一つの送信電極 と同 じ送信信号 を印加

することを停止する、

子機 。

[ 請求項 15 ] 請求項 1 4 に記載の電子機器であ って、

前記所定の電極 に対 して、前記一つの送信電極 と同 じ送信信号 を印

加する状態で、所定の条件が検 出された場合、

前記所定の電極 は、所定の一定電位 になる、

子機 。

[ 請求項 16 ] 請求項 1 4 又は請求項 1 5 に記載の電子機器であ って、

前記所定の条件は、人によって把持 された ことを検 出 した ことであ

る、

子機 。

[ 請求項 17 ] 請求項 1 4 か ら請求項 1 6 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

前記所定の電極 に対 して、前記一つの送信電極 と同 じ送信信号 を印

加する状態 においては、前記表示器は所定の表示 を行い、

前記所定の電極 に対 して前記一つの送信電極 と同 じ送信信号 を印加



しない状態 においては、前記表示器は前記所定の表示 を行わない、

子機 。

[ 請求項 18 ] 少な くとも一つの受信電極 を有する第 1 のセ ンサ一パネル と、

少な くとも一つの送信電極 を有 し、前記第 1 のセ ンサ一パネル に重

ねて配置 された第 2 のセ ンサ一パネル と、

前記一つの送信電極 と少な くとも一部が重な つている所定の電極 を

有 し、前記第 2 のセ ンサ一パネル と重ねて配置 された第 3 のセ ンサ一

パネル と、 を備 えるタツチパネル において利用可能な送信信号印加方

法であ って、

前記所定の電極 に対 して、前記一つの送信電極 と同 じ送信信号 を印

加することが可能である、

送信信号印加方法。

[ 請求項 19] 少な くとも一つの受信電極 を有する第 1 の面 と、

少な くとも一つの送信電極 を有 し、前記第 1 の面 に重ねて配置 され

た第 2 の面 と、

前記一つの送信電極 と少な くとも一部が重な つている所定の電極 を

有 し、前記第 2 の面 と重ねて配置 された第 3 の面 とを有する、少な く

とも一つのセ ンサ一パネル を備 え、

前記所定の電極 に対 して、前記一つの送信電極 と同 じ送信信号 を印

加することが可能である、

タッチパネリレ。

[ 請求項 20] 請求項 1 9 に記載のタツチパネルであ って、

前記第 1 の面 と前記第 3 の面 とが同一面である、

タッチパネリレ。

[ 請求項 2 1 ] 少な くとも一つの受信電極 を有する第 1 の面 と、

少な くとも一つの送信電極 を有 し、前記第 1 の面 に重ねて配置 され

た第 2 の面 と、

前記一つの送信電極 と少な くとも一部が重な つている所定の電極 を



有 し、前記第 2 の面 と重ねて配置 された第 3 の面 とを有する、少な く

とも一つのセ ンサ一パネル を備 えるタツチパネル において利用可能な

送信信号印加方法であ つて、

前記所定の電極 に対 して、前記一つの送信電極 と同 じ送信信号 を印

加することが可能である、

送信信号印加方法。

[ 請求項22] 表示器 と、

前記表示器 に重ねて配置 されたタツチパネル と、 を備 え、

前記 タツチパネルは、指示体が当該 タツチパネル に接 していない場

合 に、少な くとも当該指示体 と当該 タツチパネル との距離 を検 出可能

である、電子機器であ って、

前記表示器は、前記距離が大 きくなるに応 じて、少な くとも 3 種類

の文字 を所定順番で切 り換 えて表示する、

子機 ¾ 。

[ 請求項23] 請求項 2 に記載の電子機器であ つて、

前記表示器は、前記距離が小さ くなるに応 じて、前記 3 種類の文字

を、前記所定順番 と逆の順番で切 り換 えて表示する、

子機 ¾ 。

[ 請求項24] 請求項 2 又 は請求項 2 3 に記載の電子機器であ つて、

前記表示器は、所定の表示領域 を備 え、

前記 タツチパネルは、前記指示体が当該 タツチパネル に接 していな

い場合 に、少な くとも当該指示体 と当該 タツチパネル との距離 と、 当

該指示体の当該 タッチパネル面上の座標 とを検 出可能であ り、

前記指示体が当該 タツチパネル に接 していない場合でかつ、前記座

標 が前記所定の表示領域 内に対応する場合 に、前記表示器は前記距離

が大 きくなるに応 じて、少な くとも 3 種類の文字 を所定順番で切 り換

えて表示する、

子機 。



[ 請求項25] 請求項 2 4 に記載の電子機器であ つて、

文字が切 り換 えて表示 された後 に、前記座標 が前記所定の表示領域

か ら外れた場合、所定の動作 を行 う、

子機 ¾ 。

[ 請求項26] 請求項 2 5 に記載の電子機器であ つて、

前記所定の動作は、切 り換 えて表示 された文字 を選択する動作であ

る、

子機 。

[ 請求項27] 請求項 2 4 か ら請求項 2 6 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

前記所定の表示領域 を、第 1 の表示領域 と し、

前記表示器は、第 2 の表示領域 を備 え、

前記第 1 の表示領域 は、少な くとも 1 つあ り、

前記第 2 の表示領域 は、少な くとも 2 つあ り、

前記 2 つの第 2 の表示領域 は、 それぞれ前記少な くとも 3 種類の文

字 を所定順番で切 り換 えて表示する、

子機 ¾ 。

[ 請求項28] 請求項 2 7 に記載の電子機器であ つて、

前記座標 が、少な くとも前記第 1 の表示領域 内にある場合、前記表

示器は前記距離が大 きくなるに応 じて、少な くとも 3 種類の文字 を所

定順番で切 り換 えて表示 し、

前記座標 が、前記第 1 の表示領域か ら外れた場合、及び/ 又 は、前

記第 2 の表示領域 に入 った場合 に、前記表示器は前記距離が変化 して

も前記文字 を切 り換 えて表示 しない、

子機 ¾ 。

[ 請求項29] 請求項 2 8 に記載の電子機器であ つて、

前記座標 が、少な くとも前記第 1 の表示領域 内にある場合、前記表

示器は前記距離が大 きくなるに応 じて、少な くとも 3 種類の文字 を所



定順番で切 り換 えて表示 し、

前記座標 が、前記第 1 の表示領域か ら外れた場合、及び/ 又 は、前

記第 2 の表示領域 に入 った場合、前記第 2 の表示領域 は表示 されてい

る前記文字 を継続 して表示 し、前記距離が変化 しても前記文字 を切 り

換 えない、

子機 。

[ 請求項30] 請求項 2 9 に記載の電子機器であ つて、

前記 タツチパネルは、前記指示体の接触 と、前記指示体が当該 タツ

チパネル に接触 した場合 に、該指示体の当該 タツチパネル面上の座標

とを検 出可能であ り、

前記文字が継続 して表示 されている場合 に、前記 タツチパネルが、

少な くとも接触 を検 出 した場合、

前記接触 した場合の座標 に対応する前記第 2 の表示領域 に、前記継

続 して表示 されている文字が、選択 された とする、

子機 。

[ 請求項 3 1 ] 請求項 3 0 に記載の電子機器であ って、

前記接触 した場合の座標 に対応する前記第 2 の表示領域 とは、前記

接触 した場合の座標 によ り近い第 2 の表示領域である、

子機 。

[ 請求項32] 請求項 3 0 又 は請求項 3 に記載の電子機器であ って、

前記接触 した場合の座標 に対応する前記第 2 の表示領域 とは、前記

接触 した場合の座標 が含 まれる第 2 の表示領域である、

子機 。

[ 請求項33] 請求項 3 0 か ら請求項 3 2 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

前記表示器は、入力領域 を備 え、

前記入力領域 は、選択 された文字が入力される、

子機 ¾ 。



[ 請求項 34] 請求項 2 2 か ら請求項 3 3 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

前記 3 種類の文字 と、前記所定順番は、

少な くともアル フ ァベ ッ トの 「A 」 「B 」 「C 」 「D 」 「E 」 「F

」 「G 」 「H 」 「I 」 「J 」 「K 」 「し」 「M 」 「N 」 「0 」 「P 」

「Q 」 「R 」 「S 」 「丁」 「U 」 「V 」 「W 」 「X 」 「丫」 「Z 」 「

A 」 「B 」の中か ら連続 した 3 つの種類 と順番である、

子機器。

[ 請求項35] 請求項 2 2 か ら請求項 3 3 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

前記 3 種類の文字 と、前記所定順番は、

少な くとも数字の 「1 」 「2 」 「3 」 「4 」 「5 」 「6 」 「7 」 「

8 」 「9 」 「0 」 「1 」 「2 」 も しくは、 「0 」 「1 」 「2 」 「3 」

「4 」 「5 」 「6 」 「7 」 「8 」 「9 」 「1 0 」 「1 1 」の中か ら連

続 した 3 つの種類 と順番である、

子機 。

[ 請求項36] 請求項 2 2 か ら請求項 3 5 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

前記 3 種類の文字 と、前記所定順番は、

少な くとも日本語の 「あ」 「か」 「さ」 「た」 「な」 「は」 「ま」

「や」 「ら」 「わ」 「ん」 「あ」 「か」も しくは、 「い」 「き」 「し

」 「ち」 「に」 「ひ」 「み」 「い」 「り」 「ゐ」 「い」 「き」の中か

ら連続 した 3 つの種類 と順番である、

子機 。

[ 請求項37] 請求項 3 4 か ら請求項 3 6 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

前記第 2 の表示領域 は、少な くとも 5 つある、

子機 。



請求項 2 2 か ら請求項 3 7 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

匡体 を備 え、

目IJ 記表示器は、 I」言己匡体 に酉己置 された、

ナ機 § 。

請求項 3 8 に記載の電子機器であ って、

前記 タツチパネルは、前記表示器 よ り、前記筐体 における外側 に配

置 された、

ナ機 § 。

表示器 と、前記表示器 に重ねて配置 されたタツチパネル と、 を備 え

る電子機器 において利用可能な文字表示方法であ って、

指示体 と前記 タッチパネル との距離が大 きくなるに応 じて、少な く

とも 3 種類の文字 を所定順番で切 り換 えて表示する、

文字表示方法。

人によって把持 された ことを検知可能なセ ンサ一 と、

振動部 と、 を備 え、

前記セ ンサーが把持 を検 出 した場合、前記振動部 は振動可能 とな り

前記セ ンサーが把持 を検 出 しない場合、前記振動部 は振動 しない、

ナ機 § 。

請求項 4 に記載の電子機器であ って、

タツチパネル を備 え、

前記 タッチパネル において接触 を検知 した場合、前記振動部が所定

時間振動する、

ナ機 § 。

請求項 4 2 に記載の電子機器であ って、

前記セ ンサ一は、前記 タツチパネルである、

ナ機 § 。



[ 請求項 44] 請求項 4 か ら請求項 4 3 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

前記振動部 は、バイブ レータ、 ピエゾァクチユエ一タ、及び振動 ァ

クチユエ一夕の内の少な くとも 1 つである、

子機 。

[ 請求項45] 請求項 4 か ら請求項 4 4 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

表 小 凡 、

前記セ ンサ一が把持 を検 出 した場合で、かつ前記 タツチパネル にお

いて接触 を検知 した場合、前記振動部が所定時間、振動 し、

前記セ ンサーが把持 を検 出 しない場合で、かつ前記 タツチパネル に

おいて接触 を検知 した場合、前記振動部 は振動せず、前記表示器が所

定の表示 を行 う、

子機 。

[ 請求項46] 請求項 4 か ら請求項 4 5 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

表 小 凡 、

前記セ ンサ一が把持 を検 出 した場合で、かつ前記 タツチパネル にお

いて接触 を検知 した場合、前記振動部が所定時間、振動 し、

前記セ ンサーが把持 を検 出 しない場合で、かつ前記 タツチパネル に

おいて接触 を検知 した場合、前記振動部 は振動せず、前記表示器が所

定の表示 を所定時間、行 う、

子機 。

[ 請求項47] 請求項 4 か ら請求項 4 6 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

放音部 を備 え、

前記セ ンサ一が把持 を検 出 した場合で、かつ前記 タツチパネル にお

いて接触 を検知 した場合、前記振動部が所定時間、振動 し、



前記セ ンサーが把持 を検 出 しない場合で、かつ前記 タツチパネル に

おいて接触 を検知 した場合、前記振動部 は振動せず、前記放音部が所

定の音 を発する、

子機 。

[ 請求項48] 請求項 4 か ら請求項 4 7 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

放音部 を備 え、

前記セ ンサ一が把持 を検 出 した場合で、かつ前記 タツチパネル にお

いて接触 を検知 した場合、前記振動部が所定時間、振動 し、

前記セ ンサーが把持 を検 出 しない場合で、かつ前記 タツチパネル に

おいて接触 を検知 した場合、前記振動部 は振動せず、前記放音部が所

定の音 を所定時間、発する、

子機 ¾ 。

[ 請求項 49] 人によつて把持 された ことを検知可能なセ ンサ一 と、

振動部 と、 を備 える電子機器 において利用可能な振動制御方法であ

つて、

前記セ ンサーが把持 を検 出 した場合、前記振動部 は振動可能 とな り

前記セ ンサーが把持 を検 出 しない場合、前記振動部 は振動 しない、

振動制御方法。

[ 請求項 50] 表示器 と、

前記表示器 に重ねて配置 され、少な くとも所定の辺 を備 えるタツチ

パネル と、

前記所定の辺 に沿 つて設 け られた導電性部材 と、

一端が前記導電性部材 に電気的に接続 され、他端が所定の電位 に電

気的に接続 された可変抵抗器 と、 を備 え、

前記可変抵抗器の抵抗値 を切 り替え可能である、

子機 ¾ 。



[ 請求項 5 1 ] 請求項 5 0 に記載の電子機器であ つて、

前記所定の辺 を、第 1 の辺 と し、

前記導電性部材 を、第 1 の導電性部材 と し、

前記 タツチパネルは、第 2 の辺 を備 え、

前記可変抵抗器 を、第 1 の可変抵抗器 と し、

前記第 2 の辺 に沿 つて設 け られた第 2 の導電性部材 と、

一端が前記第 2 の導電性部材 に電気的に接続 され、他端が前記所定

の電位 に電気的に接続 された第 2 の可変抵抗器 と、 を備 え、

前記第 1 の可変抵抗器の抵抗値及び前記第 2 の可変抵抗器の抵抗値

を切 り替え可能である、

子機 。

[ 請求項 52] 請求項 5 に記載の電子機器であ って、

前記第 1 の辺 と前記第 2 の辺は、互いに向かい合 う、

子機 。

[ 請求項 53] 請求項 5 に記載の電子機器であ つて、

前記 タツチパネルは四角形であ って、

前記第 1 の辺 と前記第 2 の辺は、前記四角形 において互いに向かい

合 う辺である、

子機 。

[ 請求項 54] 請求項 5 3 に記載の電子機器であ つて、

前記 タツチパネルは長方形であ って、

前記第 1 の辺 と前記第 2 の辺は、前記長方形 において互いに向かい

合 う長辺である、

子機 。

[ 請求項 55] 請求項 5 か ら請求項 5 4 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

前記第 1 の可変抵抗器の抵抗値及び 又は前記第 2 の可変抵抗器の

抵抗値 は、操作状態 に応 じて切 り替える、



子機器。

[ 請求項 56] 請求項 5 5 に記載の電子機器であ つて、

所定の操作状態では、前記第 1 の可変抵抗器の抵抗値 を第 1 の抵抗

値 に設定 し、前記第 2 の可変抵抗器の抵抗値 を前記第 1 の抵抗値 よ り

大 きい第 2 の抵抗値 に設定する、

子機 。

[ 請求項 57] 請求項 5 6 に記載の電子機器であ つて、

前記所定の操作状態 を、第 1 の操作状態 と し

第 2 の操作状態では、前記第 1 の可変抵抗器の抵抗値 を前記第 2 の

抵抗値 に設定 し、前記第 2 の可変抵抗器の抵抗値 を前記第 1 の抵抗値

に設定する、

子機 。

[ 請求項 58] 請求項 5 6 に記載の電子機器であ つて、

前記所定の操作状態 を、第 1 の操作状態 と し

第 2 の操作状態では、前記第 1 の可変抵抗器の抵抗値 を第 3 の抵抗

値 に設定 し、前記第 2 の可変抵抗器の抵抗値 を前記第 3 の抵抗値 よ り

小さい第 4 の抵抗値 に設定する、

子機 。

[ 請求項 59] 請求項 5 6 に記載の電子機器であ つて、

前記所定の操作状態 を、第 1 の操作状態 と し、

第 3 の操作状態では、前記第 1 の可変抵抗器の抵抗値及び前記第 2

の可変抵抗器の抵抗値 を前記第 2 の抵抗値 に設定する、

子機 。

[ 請求項 60] 請求項 5 6 に記載の電子機器であ つて、

前記所定の操作状態 を、第 1 の操作状態 と し、

第 3 の操作状態では、前記第 1 の可変抵抗器の抵抗値 を第 5 の抵抗

値 に設定 し、前記第 2 の可変抵抗器の抵抗値 を、前記第 5 の抵抗値の

所定の倍率である第 6 の抵抗値 に設定する、



子機器。

[ 請求項 6 1 ] 請求項 5 7 か ら請求項 6 0 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

第 4 の操作状態では、前記第 1 の可変抵抗器の抵抗値 を、少な くと

も前記第 2 の抵抗値 よ り大 きい第 7 の抵抗値 に設定 し、前記第 2 の可

変抵抗器の抵抗値 を前記第 7 の抵抗値 に設定する、

子機 。

[ 請求項 62] 請求項 5 7 か ら請求項 6 0 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

第 4 の操作状態では、前記第 1 の可変抵抗器の抵抗値 を、少な くと

も前記第 2 の抵抗値 よ り大 きい第 7 の抵抗値 に設定 し、前記第 2 の可

変抵抗器の抵抗値 を、少な くとも前記第 2 の抵抗値 よ り大 きい第 8 の

抵抗値 に設定する、

子機 。

[ 請求項 63] 請求項 5 5 か ら請求項 6 2 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

前記操作状態は、前記 タツチパネルか らの出力に基づいて検 出する

子機 。

[ 請求項 64] 請求項 5 5 か ら請求項 6 3 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

電子機器本体の姿勢 を検知する加速度セ ンサーを更に備 え、

前記操作状態は、前記加速度セ ンサ一か らの出力に基づいて検 出す

る、

子機 。

[ 請求項 65] 請求項 5 0 か ら請求項 6 4 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

前記所定の電位 は、接地電位である、



子機器。

[ 請求項 66] 表示器 と、

前記表示器 に重ねて配置 され、少な くとも所定の辺 を備 えるタツチ

パネル と、

前記所定の辺 に沿 つて設 け られた導電性部材 と、

一端が前記導電性部材 に電気的に接続 され、他端が所定の電位 に電

気的に接続 された可変抵抗器 と、 を備 える電子機器 において利用可能

な抵抗値切 り替え方法であ つて、

前記可変抵抗器の抵抗値 を切 り替え可能である、

抵抗値切 り替え方法。

[ 請求項 67] 表示器 と、

前記表示器 に重ねて配置 され、指示体 との間の距離 を検 出可能なタ

ツチパネル と、 を備 え、

前記表示器の所定の領域 において前記距離が 0 以上かつ所定値以下

にな った後 に、前記 タツチパネル と前記指示体 との距離が前記所定値

よ り大 きくなる場合、

前記表示器は、前記 タツチパネル と前記指示体 との距離が変化する

のに従 って、前記所定の領域 に関連する情報 を変化 させて表示する、

子機 。

[ 請求項 68] 請求項 6 7 に記載の電子機器であ つて、

前記表示器は、前記 タツチパネル と前記指示体 との距離が大 きくな

るのに従 って、前記所定の領域 に関連する情報 を変化 させて表示する

[ 請求項 69] 請求項 6 8 に記載の電子機器であ つて、

前記表示器は、前記 タツチパネル と前記指示体 との距離が大 きくな

るのに従 って、前記所定の領域 に関連する情報 を拡大させて表示する



子機 。

[ 請求項 70] 請求項 6 7 か ら請求項 6 9 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

前記所定値 は 0 である、

ナ 機 §。

[ 請求項 7 1 ] 請求項 6 7 か ら請求項 7 0 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

前記表示器は、少な くとも一つのアイコンを表示可能であ って、

前記所定の領域 は、前記 ア イ コ ン に 対応する、

ナ 機 §。

[ 請求項 72] 請求項 7 に記載の電子機器であ って、

前記 アイコンは、 力一ソルキ一であ り、

前記 力一ソルキ一に関連する情報 は、前記 力一ソルキ一に対応する

入力文字候補である、

ナ 機 §。

[ 請求項 73] 請求項 7 2 に記載の電子機器であ って、

前記 力一ソルキ一は、入力文字種 を表示する、

ナ 機 §。

[ 請求項 74] 請求項 7 2 又 は請求項 7 3 に記載の電子機器であ って、

前記入力文字候補 は、テ ンキー形式で表示 される、

ナ 機 §。

[ 請求項 75] 請求項 7 2 か ら請求項 7 4 のいずれか 1 項 に記載の電子機器であ つ

て、

前記入力文字候補の大 きさは、前記指示体 を水平方向に移動 させる

ことで固定される、

ナ 機 §。

[ 請求項 76] 請求項 7 5 に記載の電子機器であ って、

前記所定値 を、第 1 所定値 と し、



前記表示器は、入力される文字 を表示する入力文字表示領域 を備 え

前記大 きさが固定された前記入力文字候補 において前記距離が 0 以

上かつ第 2 所定値以下にな った場合、

前記入力文字表示領域 は、前記距離が 0 以上かつ前記第 2 所定値以

下にな つた前記入力文字候補の文字 を表示する、

子機 ¾ 。

[ 請求項77] 請求項 7 6 に記載の電子機器であ つて、

前記入力文字表示領域 は、前記距離が 0 以上かつ前記第 2 所定値以

下にな つた前記入力文字候補の文字 を含む文字列を表示 し、

前記文字列おいて前記距離が 0 以上かつ前記第 2 所定値以下にな つ

前記入力文字表示領域 は、前記距離が 0 以上かつ前記第 2 所定値以

下にな つた前記文字列の文字 を表示する、

子機 ¾ 。

[ 請求項78] 請求項 7 6 又 は請求項 7 7 に記載の電子機器であ つて、

前記第 2 所定値 は、前記第 1所定値 と同 じ、或いは 0 である、

子機

[ 請求項 79] 表示器 と、前記表示器 に重ねて配置 され、指示体 との間の距離 を検

出可能なタツチパネル と、 を備 える電子機器 において利用可能な表示

方法であ って、

前記表示器の所定の領域 において前記距離が 0 以上かつ所定値以下

にな った後 に、前記 タツチパネル と前記指示体 との距離が前記所定値

よ り大 きくなる場合、

前記表示器は、前記 タツチパネル と前記指示体 との距離が変化する

のに従 って、前記所定の領域 に関連する情報 を変化 させて表示する、

表示方法。

[ 請求項80] 請求項 7 9 に記載の表示方法であ つて、



前記所定値 は 0 である、

表示方法。
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法第8条第3項 （P C T 17条 （2) (a) ) の規定によ り、 この 国際調査報告は次の理 由により請求の範囲の一部について作
成 しなかった。

1 . 請求項 は、この国際調査機関が調査をす ることを要 しない対象に係 るものである。
つま り、

2 . 請求項 は、有意義な国際調査をす ることができる程度まで所定の要件を満
ない国際出願の部分に係 るものである。つま り、

3 . 請求項 は、従属請求の範囲であって P C T 規則 6. 4 (a) の第 2 文及び第3文の規定に
従って記載 されていない。

第 欄 発明の単一性が欠如 しているときの意見 （第 1 ページの 3 の続き）

次に述べ るようにこの国際出願 に二以上の発明があるとこの国際調査機関は認めた。
請求項 1-80 には下記の 4 の発明群が含 まれ、各発明群は共通す る特別な技術的特徴 を有 して
いない。
(発 明 1) 請求項 1-21 に係 る発明は、タツチパネルのセ ンサーパネルの構造 と電極の駆動方法

に関す る発明 と認 め らる。
(発 明 2)請求項 22-40, 67-80 に係 る発明は、タツチパネル と指示体 との距離に応 じた表示制
御 に関す る発明 と認 め られ る。
(発 明 3)請求項 41-49 に係 る発明は、電子機器 八 の把持の検出に応 じた振動部制御 に関す る発
明 と言忍め らる。
(発 明4) 請求項50-66 に係 る発明は、タツチパネルの所定の辺に添って設 けた導電性部材 とそれ
に接続 された可変抵抗器 とを有す る構造の電子機器 に関す る発明 と認 め られ る。

1 . 出願人が必要な追加調査手数料をすベて期間内に納付 したので 、 この 国際調査報告は、すべての調査可能な請求
項について作成 した。

2 . 追加調査手数料を要求す るまでもなく、すべての調査可能な請求項について調査することができたので、追加調
查手数料の納付を求めなかった。

3 . 出願人が必要な追加調査手数料を一部のみ しか期間内に納付 しなかったので、この国際調査報告は、手数料の納
付のあった次の請求項のみについて作成 した。

4 . 出願人が必要な追加調査手数料を期間内に納付 しなかったので 、 この 国際調査報告は、請求の範囲の最初に記載
されている発明に係 る次の請求項について作成 した。

追加調査手数料の異議の申立てに関す る注意
□ 追加調査手数料及び、該当する場合には、異議 申立手数料の納付 と共に、出願人から異議 申立てがあった。

追加調査手数料の納付 と共に出願人か ら異議 申立てがあつたが、異議 申立手数料が納付命令書に示 した期間
内に支払われなかった。

追加調査手数料の納付はあったが、異議 申立てはなかった。
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